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今月の表紙は、幌延小学校入学式です。
少し緊張しながらも、堂々と笑顔で歩く姿が印象的でした。これからわくわくの小学校生活がスタートします！今月の表紙
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もくじ
幌延町地域公共交通計画を策定しました（令
和６年３月）
祝入園・入学おめでとう！入学式特集
令和５年度中山間地域等直接支払制度の取
り組み状況について
令和6年度各種健診（検診）の日程をお知
らせします
令和６年度新規事業「幌延町介護予防奨励
事業」の表彰授与式を行いました
ほろのべ議会だより
人権擁護委員を紹介します/行政相談委員
を紹介します
後期高齢者医療制度のお知らせ～保険料率
の見直しについて～
チャイルドシートの「購入費補助」と「無料
貸出」について/にこにこ教室（介護予防教
室）の協力員を募集します！
国立研究開発法人 日本原子力研究開発機
構 幌延深地層研究センター「地下の研究
現場から」第47回－令和6年度の調査研究
計画の紹介
地域おこし協力隊Vol.100/ ～さぁ行こう最
北の春へ～「花たびそうや」号運行！
水道・下水道についてのお知らせ/犬の飼
い主の方へ ～ご登録と予防注射などのお知ら
せ～
<インフォメーション>5月の運転免許更新
時講習のお知らせ/令和６年度自動車税種別
割の納期内納税のお知らせ/ハンセン病元
患者のご家族へ～対象となる方々に「補償
金」を支給します～
まちの話題
ねんきん通信
町民くらしのカレンダーなど
新規採用職員紹介/三月定例俳句会作品/わ
が家のエンジェル
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ま ち の うご き

男
女

合計
人　口

世帯数

2024年（令和6年）1月号

令和6年３月末日現在　※（　）内は前月比

1,071
999
2,070

（－２４）
（－１１）
（－35）

1,187 世帯（－16）

2024年（令和6年）5月号

■
皆
さ
ん
初
め
ま
し
て
。今
月
号
か
ら
広
報
誌

を
担
当
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
、石
川
で
す
。

こ
れ
か
ら
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
さ
て
、今
月
号
の「
ほ
ろ
の
べ
の
裏
窓
」で
す
が
、

紙
面
の
都
合
上
お
休
み
で
す
。そ
の
代
わ
り
と

言
っ
て
は
な
ん
で
す
が
、「
ほ
ろ
の
べ
の
小
窓
」と

題
し
ま
し
て
新
た
な
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。「
ほ
ろ
の
べ
の
裏
窓
」と
内

容
は一緒
で
す（
笑
）

■
紙
面
の
ス
ペ
ー
ス
に
よ
っ
て「
裏
窓
」な
の
か
、

「
小
窓
」な
の
か
、変
化
し
て
い
く
と
思
い
ま
す

の
で
、ほ
ん
の
少
し
だ
け
注
目
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

■
ま
だ
ま
だ
勉
強
中
の
身
で
す
が
、創
意
工
夫

を
重
ね
、い
つ
し
か
こ
の
広
報
誌
が
町
民
の
皆

さ
ま
の
お
楽
し
み
と
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
参

り
ま
す
の
で
、応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ほ
ろ
の
べ
の

窓
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　幌延町地域公共交通計画を策定しました（令和６年３月）　
●　計画の基本理念

　「健やかに暮らせる生活環境を確保するために今ある交通資源を効果的に活用しながら持続可

能な地域公共交通体系を構築する」

●　計画策定の主旨

　地域公共交通を取り巻く環境の急速な変化や、持続

可能なまちづくりを進めるため重要な要素となる移動

手段確保の観点から、町内の交通体系の見直しと確保・

維持するために計画を策定しました。

　計画では、①鉄道交通の確保（JR宗谷本線）、②バス輸

送の確保（沿岸バス路線）、③住民の生活交通対策の充実

（町内公共交通）を地域公共交通の課題としています。

●　計画策定までの経過と計画のポイント

　北海道運輸局旭川支局や町内の交通事業者等を構成員とする法定協議会「幌延町地域公共交通

活性化協議会」（事務局：町）を設置し、令和５年８月から令和６年３月までに３回の協議を行いました。

利用動向調査（住民アンケート調査）、鉄道利用乗降調査、来訪者アンケート調査、バス乗降調査の

結果が反映されています。

　その後、令和６年３月に計画案をとりまと

め、パブリックコメントを行い、計画が完成し

ました。

　計画では、地域内における移動手段確保

のため、今あるハイヤー乗車時の運賃支援

に加え、利用回数に制限のない「デマンド交

通体制」の整備に向けて検討を進めることと

しています。

●　計画の概要版の配付について

　本号広報誌に「幌延町地域公共交通計画【概要版】」を折り込んでいますので、ご覧ください。

お問い合わせ先：住民生活課 地域対策係　電話5-1112　告知端末機5-8812

幌延町地域公共交通計画

幌延町地域公共交通活性化協議会会議の様子
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入 

園 

・ 

入 

所 

・ 

入 

学

　お 
め 
で 

と 

う 

！

　
４
月
に
入
り
、新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
！

　
認
定
こ
ど
も
園・問
寒
別
へ
き
地
保
育
所・各

小
中
学
校
で
は
、入
園・入
所・入
学
式
が
行
わ

れ
、園
児・児
童・生
徒
た
ち
は
、期
待
に
胸
を
膨

ら
ま
せ
、キ
ラ
キ
ラ
し
た
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。

　
今
月
号
で
は
、入
園・入
所・入
学
式
の
様
子

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

幌延小学校 入学生：14名
4月8日
㈪

在校生に見守られながら歩く入学生 「はい！」大きな声で挨拶できました

認定こども園 入園児：10名
(令和5年度途中入園含む）

4月1日
㈪

保護者と一緒に手を挙げてお返事しました

幌延中学校 入学生:17名
4月6日
㈯

真剣な眼差しで式辞を聞く入学生 勉強に部活に学校行事！中学校生活楽しんでね

今日からピカピカの1年生！

問寒別へき地保育所 入所児：2名
4月2日
㈫

保育所のお兄さんたちと記念写真！これからよろしくね！ 新たに2名の園児が入所しました！

問寒別小学校 入学生：1名
4月8日
㈪

どんな学校生活が待っているかな？ワクワク！ 手をビシッと挙げて元気よく挨拶！

祝
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で
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幌延小学校 入学生：14名
4月8日
㈪

在校生に見守られながら歩く入学生 「はい！」大きな声で挨拶できました

認定こども園 入園児：10名
(令和5年度途中入園含む）

4月1日
㈪

保護者と一緒に手を挙げてお返事しました

幌延中学校 入学生:17名
4月6日
㈯

真剣な眼差しで式辞を聞く入学生 勉強に部活に学校行事！中学校生活楽しんでね

今日からピカピカの1年生！

問寒別へき地保育所 入所児：2名
4月2日
㈫

保育所のお兄さんたちと記念写真！これからよろしくね！ 新たに2名の園児が入所しました！
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令和５年度令和５年度

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　  

取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て

取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て

　
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

に
つ
い
て
は
、
平
地
地
域
と
の
生

産
条
件
格
差
に
関
す
る
不
利
を
補

正
す
る
た
め
、
農
用
地
面
積
に
応

じ
た
交
付
金
を
交
付
し
、
担
い
手

の
育
成
等
に
よ
る
農
業
生
産
の
維

持
を
通
じ
て
、
耕
作
放
棄
の
防
止

と
農
業
の
持
つ
多
面
的
機
能
の
維

持
・
増
進
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

　
本
事
業
に
つ
い
て
は
、
第
１
期

対
策
（
平
成
12
年
度
～
平
成
16
年

度
）、
第
２
期
対
策
（
平
成
17
年

度
～
平
成
21
年
度
）、
第
３
期
対

策（
平
成
22
年
度
～
平
成
26
年
度
）、

第
４
期
対
策
（
平
成
27
年
度
～
平

成
31
年
度
）と
実
施
し
て
き
ま
し

た
。

　
ま
た
、
平
成
27
年
度
か
ら
『
農

業
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
発
揮

の
促
進
に
関
す
る
法
律
』が
施
行

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
法
律
に
基

づ
い
て
行
な
わ
れ
る
恒
久
的
な
制

度
と
な
っ
て
、
現
在
の
第
５
期
対

策
（
計
画
期
間
：
令
和
２
年
度
～

６
年
度
）に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
第
５
期
対
策
で
は
、
事
務
・
運

営
の
効
率
化
を
目
的
に
３
集
落
あ

っ
た
協
定
を
１
集
落
に
合
併
し
、

集
落
内
で
の
協
議
に
よ
っ
て
定
め

た
集
落
の
将
来
像
の
実
現
に
向
け
、

自
律
的
か
つ
継
続
的
な
農
業
生
産

活
動
や
農
地
管
理
を
図
る
取
り
組

み
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
機
械
・
農
作
業

の
共
同
化
等
営
農
組
織
の
育
成
と

し
て
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
事
業
へ
の

支
援
や
農
業
生
産
継
続
に
必
要
不

可
欠
な
基
盤
整
備
、
多
面
的
機
能

を
増
進
す
る
活
動
と
し
て
農
地
周

辺
林
地
の
枝
払
い
、
集
会
所
の
環

境
整
備
等
の
活
動
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
本
制
度
の
実
施
に
つ
い
て
は
、

耕
作
放
棄
の
防
止
、
土
地
生
産
性

の
維
持
・
向
上
、
担
い
手
の
育
成

な
ど
地
域
農
業
へ
の
効
果
は
大
き

く
、
今
後
も
関
係
者
及
び
関
係
機

関
各
位
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が

ら
、
事
業
を
推
進
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
令
和
５
年
度
に
お
け
る

交
付
金
の
交
付
対
象
面
積
は
５
，

１
１
１

ha
、
協
定
参
加
農
家
数
80

戸
、
交
付
金
総
額
は
７
６
，
６
５

８
千
円
と
な
っ
て
お
り
、
集
落
の

事
業
概
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次

の
表
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

交付金の内訳交付金の内訳
76,657,75676,657,756円円
国費▶38,328,877円
道費▶19,164,438円
町費▶19,164,441円

集落名
参加戸数
（戸）

対象面積
（㎡）

交付金額
（円）

取組内容

幌延町広域
集落協定 80 51,105,171 76,657,756

コントラクター事業支援、農地・農道・営農用水管理、
基盤整備、集会所周辺の環境整備、
農地周辺林地の枝払い

計 80 51,105,171 76,657,756
（幌延町広域集落協定：問寒別集落、幌延東集落、幌延
西集落（４期対策）の３集落が合併）

お問い合わせ先：産業建設課 農業振興係　電話 5-1115　告知端末機 5-8815
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健診（検診）日程 健診（検診）種別 対象者（年度年齢） 検査内容 会場 申込み先

5月22日（水）
　～24日（金）

（22・23日幌延、
　　24日問寒別）

厚生連巡回ドック 30歳以上の農協組合員 身体測定・血液検査等

・問
寒
別
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

・保
健
セ
ン
タ
ー

農
業
協
同
組
合

6月20日（木）
　～22日（土）

脳ドック検診 20歳～74歳 脳ＭＲＩ・ＭＲＡ

保
健
セ
ン
タ
ー 保

健
福
祉
課　
保
健
推
進
係

7月10日（水）
7月11日（木）

特定健診・30代健診 30歳以上の国保加入者 身体測定・血液検査等

後期高齢者健診 後期高齢者 身体測定・血液検査等

胃がん検診

30歳以上

胃バリウム検査

肺がん検診 胸部レントゲン

大腸がん検診 便潜血検査

前立腺がん検診 30歳以上の男性 血液検査

エキノコックス症検診 小学校3年生以上 血液検査

9月3日（火）
子宮がん検診 20歳以上の女性 細胞診・エコー

乳がん検診 30歳以上の女性 マンモグラフィ

10月頃
※詳しい日程が決
まり次第、お知ら
せいたします。

骨粗しょう症検診
40～70歳の5歳刻み
の女性

踵骨超音波測定 国
民
健
康
保
険
診
療
所

ピロリ菌検診 20歳～74歳 血液検査

特定健診・30代健診 30歳以上の国保加入者 身体測定・血液検査等

11月18日（月）
　～19日（火）

大腸がん単独検診 30歳以上 便潜血検査 役場

年度内に個別で
予約のうえ受診

歯周病検診
30～70歳の5歳刻み
の方および妊婦

歯周病チェック
歯科

診療所
歯科

診療所

令和6年度　各種健診（検診）の日程をお知らせします
申込・受付などの詳細は、順次告知端末機などでお知らせいたします。
※各種健診（検診）は、いきいきブルピーポイント事業の対象事業です。（肺がん検診は5倍）

お問い合わせ先：保健福祉課 保推進係　電話・告知端末機 5-1790

7　… 7　… 5月号   20242024｜ほろのべの窓｜｜ほろのべの窓｜



ほろのべ議会だより 第133号 ほろのべ議会だより 第133号 

令和６年度新規事業「幌延町介護予防奨励事業」の表彰授与式を行いました
　令和６年４月５日（金）、役場大会議室で「幌延町介護予防奨励表彰授与式」を行いました。
　本事業は、令和６年度より介護保険の被保険者となりながらも一度も介護認定を受けていない９０歳以
上の高齢者を「まちの介護予防の実現者」として捉え、元気に自立生活を営む高齢者の手本として認定し、
表彰することで、高齢者の介護予防及び健康寿命延伸への意識向上を図ることを目的として実施するも
のです。本授与式では令和6年度、既に９０歳に到達されている対象者１０名のうち６名の方がご出席され、
町長より表彰状と奨励金を授与しました。
　当日欠席された方につきましては、後日、ご自宅を訪問し、町長より表彰状と奨励金を授与しました。
　今後、令和6年度中に９０歳に到達される方で下記の基準を満たされる方につきましては、誕生日以降
にご自宅に訪問し授与する予定としています。

▶令和 6 年 4 月 5 日（金）幌延町介護予防奨励表彰授与式

▶令和 6 年 4 月 9 日（火）授与式に欠席された対象者のご自宅を訪問し、表彰状と奨励金を授与

対象基準等

○対象者

　①幌延町の被保険者で一度も介護認定を受けておらず、 町税等の滞納がない方

　②各年度において、 ９０歳に到達する方

　③過去１年間、 町内に住所を有している方

○表彰基準日　…　９０歳の誕生日とします

○表彰内容　　…　町長が対象者宅を訪問し、 表彰状と奨励金１０万円を授与します
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北緯45度のまち 第133号
●発行
●編集
●電話
●FAX

北海道幌延町議会

01632-5-1111
01632-5-2971

議会報編集委員会

主

な

内

容

一般質問
第１回幌延町議会臨時会（抜粋）
議会の動き
第２回幌延町議会定例会（抜粋）
令和６年度予算審査特別委員会（抜粋）
まちづくり常任委員会（抜粋）
議会の用語
編集後記

…………………………………… 9～11
……………… 11

………………………………………… 11
……………… 12

… 12～14
…………… 14～16

………………………………………… 16
…………………………………………… 16

問
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
た
今
こ
そ

本
腰
を
入
れ
て
Ｉ
Ｔ
関
連
や
製

造
業
な
ど
に
特
化
し
た
企
業
誘

致
に
取
り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

　
ま
た
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー

関
連
施
設
の
誘
致
も
夢
の
あ
る

施
策
だ
と
思
う
。

　
企
業
誘
致
を
実
現
す
る
こ
と

に
よ
り
製
品
出
荷
額
の
増
加
や

人
口
増
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
増

大
に
も
つ
な
が
る
。

町
長

企
業
誘
致
は
幌
延
町
に

活
力
と
に
ぎ
わ
い
を
作
る
大
切

な
要
素
で
あ
る
と
い
う
認
識
の

も
と
、
企
業
誘
致
に
向
け
た
情

報
発
信
に
努
め
る
。

　
支
援
制
度
に
つ
い
て
は
、
商

工
業
者
向
け
の
各
種
補
助
制
度

や
企
業
立
地
促
進
奨
励
制
度
な

ど
に
よ
り
対
応
で
き
る
が
、
引

き
続
き
有
益
な
情
報
を
提
供
し

企
業
の
立
地
推
進
を
し
て
い
く
。

問
幌
延
町
に
は
企
業
立
地
が
ほ

と
ん
ど
な
く
、
深
地
層
研
究
セ

ン
タ
ー
関
連
施
設
に
つ
い
て
も

原
子
力
機
構
に
遠
慮
が
あ
る
の

で
は
。

町
長

ヤ
マ
ト
運
輸
の
タ
ー
ミ

ナ
ル
が
出
来
た
の
も
企
業
誘
致

の
一
つ
。

　
深
地
層
の
研
究
で
は
国
際
プ

ロ
ジ
ュ
ク
ト
が
幌
延
町
で
開
催

さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
、
世

界
的
な
レ
ベ
ル
で
研
究
が
進
め

ら
れ
る
こ
と
も
誘
致
の
捉
え
方

と
思
う
。

　
各
地
で
開
催
さ
れ
る
企
業
誘

致
セ
ミ
ナ
ー
に
今
後
率
先
し
て

参
加
し
、
企
業
と
会
話
し
て
い

く
。

問
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー
で
５

０
０
メ
ー
ト
ル
目
指
し
て
掘
っ

て
い
る
が
研
究
終
了
後
、
幌
延

町
の
人
口
減
が
ま
と
も
に
襲
っ

て
く
る
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う

に
企
業
立
地
に
重
点
的
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

高 橋　秀 明
・
幌
延
町
に
お
け
る
企
業
誘
致
に
つ

い
て

地域の課題をとらえて
一般質問　第１回定例会（３月11日）

■高橋　秀明
■深澤　博幸
■植村　　敦
■佐藤　忠志

4 氏が質問
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問問
「
ま
ち
の
交
流
拠
点
構
想
」

「
ま
ち
の
交
流
拠
点
構
想
」

の
検
討
に
長
期
間
を
要
し
て
い

の
検
討
に
長
期
間
を
要
し
て
い

る
の
は
な
ぜ
か
。

る
の
は
な
ぜ
か
。

町
長

本
構
想
は
平
成
26
年
度

か
ら
検
討
を
進
め
、「
町
へ
新

し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
る
」

た
め
に
実
施
す
る
観
光
資
源

の
発
掘
施
策
の
一
つ
と
し
て

構
想
の
具
体
化
を
始
め
た
。

　
「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
的
に
住
民
参
画
体
制

で
地
域
課
題
を
共
有
し
検
討
し

た
結
果
と
し
て
施
設
の
目
的
は
、

道
の
駅
的
な
「
観
光
・
防
災
レ

ジ
ャ
ー
の
機
能
を
併
せ
持
っ
た

複
合
施
設
」
か
ら
「
温
浴
施
設

や
住
民
生
活
の
利
便
性
向
上
等

の
複
合
施
設
を
備
え
た
多
世
代

交
流
施
設
」
へ
と
変
わ
り
、
令

和
11
年
4
月
の
供
用
開
始
を
目

植 村　　敦
・
ま
ち
の
交
流
拠
点
整
備
構
想
と
防

災
対
策
の
強
化
に
つ
い
て

問
町
長
は
年
頭
の
挨
拶
で
も
、

問
町
長
は
年
頭
の
挨
拶
で
も
、

町
民
の
暮
ら
し
を
守
る
施
策
の

町
民
の
暮
ら
し
を
守
る
施
策
の

推
進
と
述
べ
て
お
り
、
諸
物
価

推
進
と
述
べ
て
お
り
、
諸
物
価

の
高
騰
は
町
民
に
と
っ
て
大
変

の
高
騰
は
町
民
に
と
っ
て
大
変

厳
し
い
と
の
声
が
聞
か
れ
る
。

厳
し
い
と
の
声
が
聞
か
れ
る
。

　　
1212
月
定
例
会
で
は
、
低
所
得

月
定
例
会
で
は
、
低
所
得

者
向
け
の
国
の
施
策
の
支
援
策
、

者
向
け
の
国
の
施
策
の
支
援
策
、

１
月
の
臨
時
会
で
は
、
商
工
業

１
月
の
臨
時
会
で
は
、
商
工
業

者
へ
の
支
援
策
が
あ
っ
た
が
。

者
へ
の
支
援
策
が
あ
っ
た
が
。

　
物
価
高
の
あ
お
り
は
町
民
も

　
物
価
高
の
あ
お
り
は
町
民
も

同
様
だ
と
思
う
が
、
町
長
は
ど

同
様
だ
と
思
う
が
、
町
長
は
ど

う
認
識
し
、
前
段
の
施
策
に
不

う
認
識
し
、
前
段
の
施
策
に
不

公
平
感
は
感
じ
な
い
の
か
。

公
平
感
は
感
じ
な
い
の
か
。

町
長

所
得
の
高
低
に
関
わ
ら

ず
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
国
に
お
い
て
も
、
デ
フ
レ
完

全
脱
却
の
た
め
の
施
策
を
２
段

階
に
分
け
、
令
和
５
年
度
に
第

１
段
階
、
低
所
得
世
帯
へ
給
付

金
の
支
援
。
令
和
６
年
度
に
第

２
段
階
と
し
て
、
一
人
当
た
り

４
万
円
の
定
額
減
税
を
決
定
。

　
国
の
方
針
に
沿
っ
て
実
施
す

る
本
町
の
支
援
策
に
不
公
平
感

は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問問
今
後
、
町
民
全
体
の
支
援
策

を
検
討
す
る
考
え
は
。

町
長

町
民
全
体
の
支
援
策
は

国
の
方
針
に
沿
っ
て
進
め
て
お

り
、
町
独
自
の
支
援
は
、
こ
れ

ま
で
生
活
弱
者
や
産
業
振
興
支

援
に
重
点
を
置
き
、
検
討
を
進

め
て
き
た
。
新
た
な
支
援
策
を

検
討
す
る
考
え
は
、
現
時
点
で

は
な
い
。

問問
酪
農
業
に
対
し
、
商
工
業
者

と
同
様
の
支
援
策
を
す
る
考
え

は
。

町
長

９
月
補
正
に
て
「
飼
料

価
格
高
騰
緊
急
対
策
事
業
」「
酪

農
経
営
安
定
緊
急
対
策
事
業
」

と
と
も
に
令
和
４
年
度
に
引
き

続
き
支
援
を
実
施
。
予
算
成
立

後
、
速
や
か
に
申
請
を
受
け
付

け
補
助
金
交
付
を
決
定
し
、
令

和
５
年
度
内
に
早
期
支
援
に
努

め
た
。

　
商
工
業
者
と
同
様
の
支
援
に

つ
い
て
は
、
現
在
検
討
し
て
い

な
い
が
、
農
協
へ
の
聞
き
取
り

等
に
よ
り
、
現
状
把
握
の
う
え

深 澤　博 幸
・
物
価
高
騰
に
よ
る
町
独
自
の
町
民

へ
向
け
て
の
支
援
策
に
つ
い
て

・
企
業
誘
致
と
雇
用
対
策
に
つ
い
て

で
検
討
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。

問問
町
長
公
約
（
３
期
目
）
の
中

で
、
新
産
業
の
創
出
と
企
業
誘

致
の
推
進
、
雇
用
対
策
と
あ
り

３
月
の
定
例
会
の
執
行
方
針
に

も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
当
選
直
後
に
企
業
立
地
促
進

奨
励
金
制
度
を
創
設
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
制
度
利
用
の
経
過
と

今
後
の
見
通
し
の
考
え
は
。

町
長

交
付
実
績
は
、
令
和
４

年
度
中
に
新
設
さ
れ
た
事
業
所

一
件
。
現
時
点
、
新
た
な
案
件

は
把
握
し
て
い
な
い
。
引
き
続

き
新
設
に
向
け
て
周
知
を
進
め

る
。

問問
新
産
業
の
創
出
と
は
何
を
想

定
し
て
い
る
の
か
。

町
長

幌
延
地
圏
環
境
研
究
所

が
進
め
る
「
地
中
で
バ
イ
オ
メ

タ
ン
を
生
成
す
る
技
術
の
実
用

化
研
究
」
な
ど
の
関
連
企
業
や

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
事

業
所
等
の
誘
致
を
創
生
し
て
い

る
。

問問
現
在
、
廃
業
や
営
業
時
間
の

短
縮
な
ど
急
激
に
進
ん
で
い
る
。

行
政
と
し
て
の
対
策
、
人
材
確

保
や
雇
用
対
策
に
つ
い
て
町
長

の
考
え
は
。

町
長

商
工
会
か
ら
の
要
請
を

受
け
、
後
継
者
不
足
や
雇
用
の

確
保
は
喫
緊
の
課
題
と
捉
え
、

「
商
工
業
事
業
承
継
奨
励
事

業
」
、
新
規
従
業
員
の
確
保
、

資
格
取
得
な
ど
の
人
材
育
成
を

目
的
と
し
た
「
商
工
業
雇
用
促

進
事
業
」
、
必
要
と
さ
れ
る
施

設
整
備
機
械
整
備
等
に
対
し

「
商
工
業
等
振
興
促
進
補
助
事

業
」
や
「
商
工
業
経
営
強
化
実

装
支
援
事
業
」
を
設
け
、
商
工

業
の
活
性
化
に
努
め
て
い
る
。

　
令
和
６
年
度
、
新
た
に
人
材

確
保
に
係
る
取
り
組
み
と
し
て

産
業
就
業
を
目
指
し
て
活
動
す

る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
募

る
ほ
か
、
人
手
不
足
の
状
況
を

鑑
み
、
技
能
実
習
生
や
特
定
技

能
制
度
の
活
用
に
よ
る
外
国
人

労
働
者
の
受
け
入
れ
の
整
備
に

つ
い
て
、
商
工
会
と
連
携
を
図

り
取
り
組
ん
で
い
く
。

問問
雇
用
対
策
関
連
で
移
住
定
住

労
働
者
の
た
め
の
住
宅
整
備
の

考
え
は
。

町
長

空
家
バ
ン
ク
の
使
い
方
、

中
古
住
宅
の
使
い
方
等
リ
フ
ォ

ー
ム
制
度
を
活
用
し
、
移
住
者

に
貸
す
制
度
を
進
め
て
い
き
た

い
。
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北
海
道
町
村
議
会

議
員
研
修
会

�

令
和
5
年
7
月
4
日

 

令
和
5
年
度
の
全
道
町
村
議

会
議
員
研
修
会
が
、
札
幌
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
て
開

催
さ
れ
た
。

 

講
師
に
、
ま
ず
「
ウ
ク
ラ
イ

ナ
危
機
後
の
世
界
と
日
本
」
と

題
し
て
、
兵
庫
震
災
記
念
21
世

紀
研
究
機
構
理
事
長
五い

百き

旗お

頭べ

真ま
こ
と氏
が
、
プ
ー
チ
ン
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
今
後
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
情
勢
を
解
説
さ
れ
た
。

 

次
に
、
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
田た

崎ざ
き
史し

郎ろ
う
氏
に
よ
る
「
日
本

政
治
の
舞
台
裏
」
に
つ
い
て
、

政
治
取
材
歴
43
年
余
り
の
豊
富

な
取
材
経
験
を
通
じ
、
今
の
政

界
の
舞
台
裏
、
今
後
の
政
治
情

勢
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
た
。

指
し
て
い
る
。

問問
こ
の
交
流
施
設
の
中
に
災
害

時
の
避
難
所
と
防
災
備
蓄
庫
整

備
を
計
画
し
て
い
る
の
か
。

町
長

本
施
設
は
高
齢
者
や
乳

幼
児
等
の
要
配
慮
者
な
ど
が
利

用
す
る
福
祉
避
難
所
と
し
て
の

機
能
を
持
た
せ
た
い
と
考
え
て

い
る
。
防
災
備
蓄
は
そ
れ
ら
の

避
難
所
利
用
者
が
必
要
と
す
る

数
量
に
留
め
、
一
般
町
民
が
使

用
す
る
た
め
の
防
災
備
品
は
別

の
場
所
に
、
備
蓄
庫
を
整
備
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
現
在
、
防
災
備
品
を
保
管
し

て
い
る
防
災
備
蓄
庫
は
、
施
設

の
老
朽
化
が
著
し
く
、
早
急
に

新
た
な
防
災
備
蓄
庫
を
整
備
す

る
必
要
が
あ
る
。　

　
今
後
、
補
正
予
算
で
庁
舎
敷

地
内
に
防
災
備
蓄
庫
を
整
備
す

る
た
め
の
検
討
を
進
め
た
い
。

問問
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
温
浴

施
設
の
老
朽
化
の
問
題
を
考
え

る
と
、
一
年
で
も
早
い
拠
点
の

建
設
が
望
ま
れ
る
と
思
う
が
い

か
が
か
。

町
長

今
後
、
担
当
者
が
町
内

の
各
年
代
層
で
話
を
聞
き
な
が

ら
庁
舎
内
で
も
協
議
し
、
拠
点

整
備
構
想
の
概
要
を
常
任
委
員

会
に
示
し
て
い
き
た
い
。

　
聞
き
取
り
や
、
そ
れ
ら
の
協

議
経
過
が
早
け
れ
ば
一
年
で
も

早
く
と
い
う
形
は
実
現
可
能
と

考
え
る
。

謝
状
の
贈
呈
を
も
っ
て
、
幌
延

町
の
表
彰
対
象
者
に
な
る
規
定

は
な
い
が
、
道
と
町
と
の
類
似

性
を
考
慮
し
、
今
後
は
表
彰
対

象
者
と
す
べ
き
か
検
討
し
た
い
。

問
北
海
道
の
防
災
会
議
で
、
最

問
北
海
道
の
防
災
会
議
で
、
最

大
津
波
の
到
達
時
間
を
考
慮
し

大
津
波
の
到
達
時
間
を
考
慮
し

日
本
海
側
を
最
優
先
す
る
と
の

日
本
海
側
を
最
優
先
す
る
と
の

新
聞
報
道
が
あ
っ
た
。
幌
延
町

新
聞
報
道
が
あ
っ
た
。
幌
延
町

に
も
サ
ロ
ベ
ツ
断
層
帯
が
あ
り
、

に
も
サ
ロ
ベ
ツ
断
層
帯
が
あ
り
、

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
以
上
の
地
震

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
以
上
の
地
震

も
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の

も
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
な
防
災
対
策
を
検
討
し
て

よ
う
な
防
災
対
策
を
検
討
し
て

い
る
の
か
。

い
る
の
か
。

町
長

新
た
に
配
置
さ
れ
た
防

災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
中
心
に
、

避
難
訓
練
や
防
災
に
関
す
る
勉

強
会
の
開
催
を
行
い
、
町
民
の

防
災
意
識
を
高
め
て
い
き
た
い
。

問
指
定
緊
急
避
難
場
所
の
耐
震

問
指
定
緊
急
避
難
場
所
の
耐
震

化
対
策
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

化
対
策
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

町
長

地
震
が
発
生
し
た
場
合

の
避
難
所
は
耐
震
基
準
を
満
た

し
て
い
る
。

問問
畜
舎
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は

調
査
さ
れ
て
い
る
の
か
。

町
長

畜
舎
は
補
助
事
業
で
建

て
た
も
の
は
建
築
基
準
法
に
基

づ
い
て
い
る
と
思
う
が
、
そ
れ

以
前
の
畜
舎
は
農
協
と
も
相
談

し
な
が
ら
、
調
査
の
実
施
も
含

め
て
検
討
し
た
い
。

問
各
表
彰
式
が
隔
年
ご
と
に
行

問
各
表
彰
式
が
隔
年
ご
と
に
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
は
。

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
は
。

町
長

隔
年
に
な
っ
た
の
は
昭

和
53
年
か
ら
で
、
表
彰
対
象

者
の
減
少
や
、
職
員
の
事
務

負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
当

時
の
表
彰
審
議
会
に
お
い
て

協
議
し
決
定
さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
。

問
北
海
道
知
事
か
ら
の
感
謝
状

問
北
海
道
知
事
か
ら
の
感
謝
状

を
受
領
者
方
は
、
町
の
６
種
類

を
受
領
者
方
は
、
町
の
６
種
類

あ
る
表
彰
条
例
に
該
当
し
な
い

あ
る
表
彰
条
例
に
該
当
し
な
い

の
か
。
の
か
。

町
長

北
海
道
知
事
か
ら
の
感

佐 藤　忠 志
・
幌
延
町
表
彰
条
例
に
つ
い
て

・
災
害（
大
地
震・津
波
）に
対
す
る
防

災
対
策
に
つ
い
て

臨
時
会

第
1
回
幌
延
町
議
会

1
月
24
日

議
案
第
２
号

・
工
事
請
負
契
約
の
変
更

　
町
道
幌
延
北
進
線
道
路
改
良

工
事

深
澤
議
員
４
百
２
万
円
の
増

額
理
由
と
内
訳
は
。

角
山
産
業
建
設
課
長

産
業
廃

棄
物
の
処
分
に
関
し
て
数
量
的

に
取
り
壊
し
す
る
部
材
が
当
初

よ
り
多
か
っ
た
こ
と
が
関
係
し
、

直
接
工
事
費
98
万
円
、
運
搬
費

議 会 の 動 き
2月22日▶北留萌消防組合議会定例会

2月28日▶第3回まちづくり常任委員会

議会運営委員会

全員協議会

3月5日▶西天北五町衛生施設組合議会定例会

3月11日～3月13日▶第２回幌延町議会定例会

令和６年度予算審査特別委員会

3月25日▶幌延深地層研究センター350ｍ調査坑道公開見学会

4月3日▶幌延深地層研究計画　令和６年度調査研究計画説明会

4月3日▶議会報発行編集委員会

4月10日▶議会報発行編集委員会

用
88
万
円
。
路
面
ヒ
ー
タ
ー
準

備
費
用
47
万
円
増
、
諸
経
費
を

加
え
て
４
百
２
万
６
千
円
。

深
澤
議
員
路
面
ヒ
ー
タ
ー
を

使
用
し
な
い
時
期
に
合
わ
せ
て

発
注
で
き
な
か
っ
た
の
か
。　

角
山
産
業
建
設
課
長

路
面
ヒ

ー
タ
ー
は
北
海
道
の
冬
季
施
工

の
基
準
等
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、

費
用
計
上
が
で
き
る
。

 

今
後
は
、
な
る
べ
く
早
期
発

注
で
き
れ
ば
費
用
も
下
が
る
の

で
、
留
意
し
て
事
業
を
進
め
た

い
。
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令
和
６
年
度

予
算
審
査
特
別
委
員
会

一
般
会
計（
歳
出
）

《
総
務
費
》

深
澤
委
員　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
形
成
事
業
と
集
落
支
援
活
動

運
営
費
の
謝
礼
の
内
訳
は
。

山
下
住
民
生
活
課
長
補
佐　

形
成

事
業
は
、
地
域
の
デ
ザ
イ
ン
全

般
の
経
費
と
人
材
獲
得
、
育
成

の
コ
ン
サ
ル
に
対
す
る
謝
礼
。

運
営
事
業
は
、
各
種
講
演
会
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
イ
ベ
ン
ト

の
講
師
等
の
謝
礼
。

深
澤
委
員　
形
成
事
業
の
借
上

料
で
、
今
、
活
動
し
て
い
な
い

会
社
に
な
ぜ
、
予
算
が
計
上
さ

れ
て
い
る
の
か
。

山
下
住
民
生
活
課
長
補
佐　

会
社

が
今
ど
の
様
な
状
況
に
あ
る
か

に
関
し
て
は
、
回
答
は
差
し
控

え
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
借
上
料

は
６
か
月
分
を
計
上
し
て
い
る
。

岩
川
副
町
長　

長
期
継
続
契
約

を
途
中
で
解
約
を
し
よ
う
と
考

え
て
お
り
、
あ
る
期
間
ま
で
は
、

契
約
は
生
き
て
く
る
と
い
う
こ

と
で
、
予
算
を
計
上
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
。

植
村
委
員　
デ
マ
ン
ド
交
通
の

車
両
購
入
は
全
町
を
対
象
に
導

入
す
る
の
か
。
車
を
入
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
試
験
運
行
か
ら
本

運
行
に
代
わ
る
と
い
う
こ
と
か
。

山
下
住
民
生
活
課
長
補
佐　

車
両

は
問
寒
別
地
区
で
使
用
す
る
も

の
。
運
輸
局
等
、
各
所
へ
の
申

請
の
手
続
き
や
組
織
体
の
形
成

が
あ
り
、
本
運
行
に
関
し
て
は

今
後
の
展
開
次
第
か
と
考
え
て

い
る
。

《
民
生
費
》

無
量
谷
委
員　

冬
の
生
活
応
援

事
業
灯
油
購
入
助
成
費
で
、
物

価
高
に
あ
っ
て
、
来
シ
ー
ズ
ン

の
灯
油
の
量
な
ど
を
増
や
す
考

え
は
な
い
の
か
。

斉
藤
社
会
福
祉
係
長　
灯
油
の
料

金
が
、
１
ℓ
80
円
以
上
の
年
に

限
り
、
こ
の
事
業
を
行
っ
て
い

る
。

齋
賀
委
員　
外
国
人
介
護
福
祉

人
材
育
成
支
援
協
議
会
の
補
助

報
告
第
１
号

・
留
目
橋
橋
梁
補
修
工
事
契
約

変
更

議
案
第
１
号

・
幌
延
町
営
住
宅
条
例
の
一
部

改
正

議
案
第
２
号

・
保
育
関
係
条
例
の
一
部
改
正

議
案
第
３
号
～
第
８
号

・
令
和
５
年
度
幌
延
町
一
般
会

計
他
特
別
会
計
補
正
予
算

議
案
第
９
号
～
第
10
号

・
幌
延
町
簡
易
水
道
関
係
条
例

の
一
部
改
正

議
案
第
11
号
～
第
15
号

・
幌
延
町
介
護
保
険
関
係
条
例

の
一
部
改
正

議
案
第
16
号

・
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

議
案
第
17
号

・
幌
延
町
民
営
賃
貸
住
宅
建
設

促
進
助
成
条
例
の
一
部
改
正

議
案
第
18
号

・
幌
延
町
定
住
促
進
持
家
住
宅

建
設
等
奨
励
条
例
の
一
部
改

正
議
案
第
19
号

定
例
会

第
２
回
幌
延
町
議
会

3
月
11
日

金
の
７
百
40
万
に
つ
い
て
伺
う
。

斉
藤
社
会
福
祉
係
長　
一
人
当
た

り
の
奨
学
金
が
２
百
50
万
円
か

ら
３
百
70
万
円
に
変
更
。
二
人

分
を
計
上
し
て
い
る
。

《
衛
生
費
》

齋
賀
委
員　
歯
科
診
療
所
の
医

療
機
械
器
具
費
の
内
訳
は
。

伊
藤
住
民
生
活
課
長
補
佐　

治
療

用
の
椅
子
を
１
台
換
え
る
の
と

歯
科
診
療
シ
ス
テ
ム
一
式
の
更

新
。

植
村
委
員　
脳
ド
ッ
ク
検
診
52

万
５
千
円
は
何
名
の
検
診
を
予

定
し
て
い
る
の
か
。

長
山
保
健
推
進
係
長　
６
月
に
85

名
で
予
定
し
て
い
る
。

《
農
林
水
産
費
》

深
澤
委
員　
新
規
就
農
の
実
績

は
。

新
野
産
業
建
設
課
長
補
佐　

平
成

29
年
度
に
１
組
。
現
在
、
１
組

が
就
農
を
目
指
し
て
研
修
中
。

齋
賀
委
員　
農
業
用
水
道
料
金

検
討
支
援
業
務
、
農
業
用
水
道

施
設
維
持
管
理
業
務
の
内
容
に

つ
い
て
。

宮
下
上
下
水
道
係
長　
検
討
支
援

業
務
は
基
本
条
件
の
設
定
、
財

政
見
直
し
の
検
討
、
総
括
原
価

の
算
定
を
検
討
し
、
９
月
頃
ま

で
に
中
間
報
告
が
あ
る
予
定
。

鎌
田
上
水
道
主
査
　

維
持
管
理

業
務
は
問
寒
別
地
区
の
浄
水
場
、

配
水
池
、
ポ
ン
プ
場
の
見
回
り

委
託
業
務
。

《
商
工
費
》

齋
賀
委
員　
食
ブ
ラ
ン
ド
創
出

事
業
委
託
料
の
創
出
試
行
調
査

業
務
を
な
ぜ
す
る
の
か
。

伊
山
産
業
建
設
課
長
補
佐　

幌
延

町
の
お
土
産
が
無
い
中
で
、
地

元
の
食
材
を
使
い
、
商
品
化
に

向
け
て
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

植
村
委
員　
地
域
お
こ
し
協
力

隊
支
援
活
動
費
は
、
ど
の
よ
う

な
目
的
で
計
上
し
た
の
か
。

伊
山
産
業
建
設
課
長
補
佐　

協
力

隊
２
名
の
募
集
を
進
め
て
い
る
。

商
工
会
か
ら
も
、
後
継
者
不
足
、

人
材
不
足
の
観
点
か
ら
、
企
業

型
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
入

れ
た
い
と
の
話
を
受
け
、
今
回

募
集
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

《
土
木
費
》

齋
賀
委
員　
委
託
料
の
公
園
施

設
維
持
管
理
業
務
は
何
か
。
ま

た
、
山
村
広
場
ス
テ
ー
ジ
補
修

事
業
は
、
ど
の
よ
う
な
事
業
な

・
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

議
案
第
20
号
～
第
26
号

・
令
和
６
年
度
幌
延
町
各
会
計

予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設

置
、
審
査
を
付
託
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の
か
。

多
田
公
園
住
宅
係
長　
維
持
管
理

業
務
は
、
各
公
園
の
清
掃
業
務
。

今
ま
で
役
務
費
で
見
て
い
た
草

刈
り
業
務
を
委
託
料
と
し
た
こ

と
で
増
額
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
山
村
広
場
ス
テ
ー
ジ
補
修

事
業
は
傷
ん
だ
木
や
さ
び
た
鉄

骨
の
塗
装
を
行
う
。

《
教
育
費
》

齋
賀
委
員　
小
学
校
総
務
費
の

使
用
料
の
増
額
要
因
は
。

椿
総
務
学
校
係
長
　

各
学
校
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
わ
る
使
用
料
は
、

小
学
生
向
け
の
デ
ジ
タ
ル
新
聞

を
導
入
す
る
た
め
、
増
額
し
た
。

齋
賀
委
員　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機

器
整
備
事
業
５
百
92
万
２
千
円

は
、
機
械
の
入
れ
替
え
な
の
か
。

田
村
教
育
次
長
補
佐　
現
在
使
用

中
の
機
器
を
更
新
す
る
。

植
村
委
員　
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
の
光
熱
費
が
昨
年
よ
り
減
額

し
た
要
因
は
。

岩
田
社
会
教
育
係
長　
来
年
の
５

月
ま
で
は
国
の
補
助
が
あ
る
た

め
減
額
し
た
。

◎
総
括

齋
賀
委
員　
任
意
予
防
接
種
は

公
費
助
成
だ
が
、
町
税
等
を
滞

納
し
て
い
る
場
合
も
公
費
で
予

防
接
種
を
受
け
ら
れ
る
の
か
。

島
田
保
健
福
祉
課
長　
滞
納
が
あ

っ
て
も
予
防
接
種
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
。

齋
賀
委
員　
町
政
執
行
方
針
に

強
い
農
業
の
支
援
範
囲
の
拡
充

等
の
検
討
を
進
め
ま
す
と
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
見
直
し
を
図

る
の
か
。
ま
た
、
い
つ
ま
で
に

支
援
の
検
討
結
果
が
出
る
の
か
。

野
々
村
町
長　

補
助
金
額
等
の

上
限
や
回
数
な
ど
、
制
限
の
見

直
し
や
、
生
産
基
盤
の
再
整
備

に
取
り
組
め
る
よ
う
な
、
こ
の

事
業
を
更
に
良
く
す
る
よ
う
な

検
討
を
し
て
い
き
た
い
。
持
続

的
に
長
く
営
農
で
き
る
よ
う
考

え
た
い
。

齋
賀
委
員　
教
育
行
政
執
行
方

針
に
あ
る
町
民
が
利
用
し
や
す

い
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
運
営

と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

青
木
教
育
長　

図
書
室
に
皆
さ

ん
が
興
味
あ
る
本
を
揃
え
た
り
、

漫
画
や
メ
デ
ィ
ア
の
本
を
取
り

入
れ
て
通
い
や
す
い
図
書
室
に

し
た
い
。

無
量
谷
委
員　

町
営
草
地
の
測

量
が
載
っ
て
い
な
い
が
、
売
却

に
向
け
て
測
量
を
し
な
け
れ
ば
、

話
が
進
ま
な
い
。
ど
の
く
ら
い

待
て
ば
い
い
の
か
。

新
野
産
業
建
設
課
長
補
佐　

全
地

売
払
い
を
基
本
に
各
利
用
組
合

の
組
合
長
と
意
見
交
換
を
し
た
。

今
後
農
業
者
か
ら
意
見
聴
取
し

た
い
。

深
澤
委
員　
秘
境
駅
の
管
理
を

地
元
で
受
け
な
い
場
合
、
廃
駅

に
な
る
の
か
。

野
々
村
町
長　

廃
駅
に
な
る
と

思
う
。

深
澤
委
員　
秘
境
駅
の
イ
ベ
ン

ト
で
来
て
、
宿
泊
者
以
外
の
人

が
町
内
の
宿
泊
施
設
に
集
ま
り
、

大
騒
ぎ
し
、
お
金
を
払
わ
ず
に

退
室
し
た
事
案
が
あ
っ
た
こ
と

を
町
長
は
ご
存
知
か
。

野
々
村
町
長　

聞
い
て
い
る
。

主
催
者
に
対
し
、
今
後
も
同
じ

よ
う
な
事
案
が
あ
れ
ば
応
援
で

き
な
く
な
る
と
厳
重
に
申
し
入

れ
し
て
い
る
。

深
澤
委
員　
集
落
支
援
活
動
運

営
事
業
に
つ
い
て
、
補
助
金
の

支
出
に
つ
い
て
申
請
に
問
題
は

な
か
っ
た
の
か
。

岩
川
副
町
長　

町
で
取
り
組
も

う
と
し
て
い
る
集
落
支
援
事
業

と
内
容
が
合
っ
て
お
り
、
連
携

で
き
る
と
考
え
、
支
援
を
検
討

し
た
。

高
橋
委
員　
併
設
校
に
す
る
か

義
務
教
育
学
校
に
す
る
か
は
教

育
委
員
会
で
決
め
る
の
か
、
議

員
に
も
相
談
し
て
決
め
る
の
か
。

青
木
教
育
長　

最
終
的
な
決
定

権
は
教
育
委
員
会
と
な
る
。
議

員
及
び
町
長
、
副
町
長
に
説
明

し
、
合
意
の
の
ち
、
基
本
構
想

は
義
務
教
育
学
校
と
し
た
い
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

◎
総
括

植
村
委
員　
町
長
の
執
行
方
針

の
中
に
、
令
和
12
年
度
を
目
途

に
全
道
均
一
化
が
図
ら
れ
る
と

う
た
わ
れ
て
い
る
。
我
が
町
の

保
険
税
の
影
響
は
。

野
々
村
町
長　

診
療
報
酬
の
掛

か
ら
な
か
っ
た
方
々
の
健
康
維

持
の
努
力
に
よ
り
掛
け
金
が
安

く
済
ん
で
き
た
こ
と
で
、
道
内

で
も
利
用
率
が
低
か
っ
た
。
そ

れ
を
平
準
化
に
持
っ
て
行
く
の

に
、
も
う
少
し
上
が
る
要
素
が

あ
る
。

国
民
健
康
保
険
診
療
所
特
別
会
計

◎
歳
出

高
橋
秀
之
委
員　

看
護
師
派
遣

業
務
に
つ
い
て
、
昨
年
２
名
分

で
、
半
年
９
５
０
万
円
の
予
算

が
、
今
年
１
千
３
７
２
万
円
に

な
っ
て
い
る
。
派
遣
期
間
は
い

つ
ま
で
な
の
か
。

古
草
診
療
所
事
務
長　
昨
年
度
６

か
月
で
２
名
の
予
算
を
組
ん
だ

が
、
本
年
度
、
６
ゕ
月
３
名
の

派
遣
看
護
師
を
見
込
む
た
め
増

額
と
な
っ
た
。

◎
総
括

深
澤
委
員　
救
急
車
で
診
療
所

へ
運
ば
れ
た
後
の
転
院
・
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
要
請
等
の
判
断
・
体

制
に
つ
い
て
町
民
に
も
周
知
し

て
ほ
し
い
。

古
草
診
療
所
事
務
長　
広
報
誌
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て
、

緊
急
医
療
体
制
の
周
知
徹
底
を

図
る
よ
う
努
力
す
る
。

高
橋
秀
之
委
員　

前
年
度
対
比

で
、
歳
入
は
34
％
減
り
、
歳
出

は
逆
に
２
．
５
％
増
え
て
い
る
。

歳
入
歳
出
均
等
に
な
る
よ
う
な

努
力
を
し
て
い
る
の
か
。

古
草
診
療
所
事
務
長　
歳
入
に
つ

い
て
は
、
入
院
患
者
、
外
来
患

者
と
も
に
減
少
傾
向
。
歳
出
に

つ
い
て
は
、
人
件
費
の
上
昇
に

よ
る
も
の
が
大
き
い
。

高
橋
秀
之
委
員　

経
営
改
善
に

何
が
１
番
と
考
え
る
か
。

古
草
診
療
所
事
務
長　
看
護
師
等

の
配
置
に
つ
い
て
は
、
人
を
減

13　… 13　… 5月号   20242024｜ほろのべの窓｜｜ほろのべの窓｜



ほろのべ議会だより 第133号 ほろのべ議会だより 第133号 

ら
し
て
、
質
を
下
げ
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
で
、
人
件
費
以
外

の
抑
制
を
検
討
す
る
。

齋
賀
委
員　
こ
の
４
月
か
ら
旭

川
医
大
で
、
勤
務
医
の
時
間
外

労
働
の
上
限
を
原
則
、
年
９
６

０
時
間
と
す
る
規
制
を
導
入
す

る
と
す
る
新
聞
報
道
が
あ
っ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
幌
延
町
で
も
何

か
影
響
が
あ
る
の
か
。

古
草
診
療
所
事
務
長　
医
師
の
働

き
方
改
革
に
よ
り
、
宿
直
の
回

数
等
の
上
限
も
今
後
決
め
ら
れ

る
。
宿
直
や
当
直
は
勤
務
時
間

に
含
ま
れ
る
が
、
町
の
医
師
は

診
療
所
内
で
は
な
く
、
少
し
離

れ
た
住
宅
で
待
機
し
、
院
内
に

拘
束
し
て
待
機
し
て
い
な
い
た

め
勤
務
時
間
で
は
な
く
待
機
時

間
で
あ
る
こ
と
で
労
働
基
準
監

督
署
と
打
ち
合
わ
せ
し
て
い
る
。

植
村
委
員　
看
護
師
の
夜
勤
は
、

何
名
体
制
な
の
か
。　

古
草
診
療
所
事
務
長　
看
護
師
２

名
、
看
護
補
助
１
名
体
制
。

植
村
委
員　
入
院
患
者
２
名
程

度
で
、
２
名
も
看
護
師
が
必
要

な
の
か
。
一
人
で
良
い
の
で
は
。

古
草
診
療
所
事
務
長　
一
般
病
棟

と
療
養
病
棟
、
２
種
類
の
病
棟

を
持
っ
て
お
り
、
一
般
病
棟
１

名
、
療
養
病
棟
１
名
が
必
要
と

第
１
回

ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

　
１
月
17
日

・
保
健
福
祉
課
所
管

◎
児
童
福
祉
施
設
冷
房
設
備
整

備
事
業

　
認
定
こ
ど
も
園
と
問
寒
別
へ

き
地
保
育
所
に
エ
ア
コ
ン
を
設

置
す
る
。

　
予
算
９
百
万
円
。
７
月
業
務

委
託
完
了
、
来
年
６
月
工
事
完

了
予
定
。

㉄
猛
暑
に
な
っ
た
と
き
の
対
応

は
。

答
最
短
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
対
応

し
て
も
ら
う
。

・
産
業
建
設
課
所
管

◎
原
油
価
格
高
騰
対
策
運
輸
事

業
者
等
緊
急
支
援
事
業

　
運
送
事
業
者
等
を
対
象
に
保

有
す
る
業
務
用
車
両
の
種
類
及

び
台
数
に
応
じ
て
支
援
金
を
支

給
す
る
。

　
予
算
額
は
２
百
12
万
５
千
円
。

㉄
町
内
に
は
原
付
き
自
転
車
を

レ
ン
タ
ル
す
る
事
業
者
も
い
る

な
る
。

植
村
委
員　
近
隣
と
の
広
域
で

緊
急
体
制
を
執
る
こ
と
を
考
え

な
い
の
か
。

岩
川
副
町
長　

万
が
一
、
当
院

の
医
師
が
不
在
の
事
態
に
な
っ

た
場
合
に
は
、
豊
富
町
の
診
療

所
医
師
が
電
話
で
看
護
師
に
指

示
を
与
え
て
、
医
療
行
為
が
で

き
る
よ
う
な
連
携
を
執
っ
て
い

る
。後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

◎
総
括

齋
賀
委
員　
予
算
で
千
円
の
延

滞
金
徴
収
を
予
定
し
て
い
る
が
、

累
計
で
い
く
ら
あ
る
の
か
。

伊
藤
住
民
生
活
課
長
補
佐　

千
円

で
設
定
し
て
い
る
が
、
現
状
は

０
円
。

簡
易
水
道
事
業
会
計
予
算

◎
総
括

深
澤
委
員　
令
和
５
年
か
ら
公

営
事
業
会
計
か
ら
企
業
会
計
に

移
行
さ
れ
て
金
額
が
上
が
っ
て

い
る
訳
は
。

角
山
産
業
建
設
課
長　
会
計
処
理

方
法
が
変
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り

支
出
部
分
で
減
価
償
却
費
の
項

目
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
の
数
字

的
に
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
。

深
澤
委
員　
未
収
金
は
ど
の
く

ら
い
あ
る
の
か
。

宮
下
上
下
水
道
係
長　
令
和
４
年

度
分
の
未
収
金
は
１
５
１
万
６

千
円
と
な
っ
て
い
る
。

深
澤
委
員　
今
後
の
回
収
見
込

み
や
、
回
収
に
向
け
た
努
力
は
。

宮
下
上
下
水
道
係
長　
毎
月
督
促

状
を
送
付
し
、
町
外
の
方
に
つ

い
て
は
分
納
支
払
書
、
誓
約
書

を
頂
い
て
い
る
。
町
内
の
方
に

つ
い
て
は
、
毎
月
訪
問
し
ご
理

解
を
い
た
だ
き
支
払
い
を
求
め

て
い
る
。

下
水
道
事
業
会
計

◎
総
括

齋
賀
委
員　
デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ

ー
ル
の
購
入
は
、
ど
の
よ
う
な

規
模
で
、
目
的
は
何
か
。

宮
下
上
下
水
道
係
長　
下
水
道
に

明
る
い
雰
囲
気
を
持
っ
て
も
ら

う
た
め
に
、
カ
ラ
ー
マ
ン
ホ
ー

ル
を
三
つ
作
る
。

齋
賀
委
員　
三
つ
で
１
２
６
万

５
千
円
、
単
年
度
で
終
わ
り
な

の
か
。
毎
年
三
つ
ず
つ
や
っ
て

町
内
全
部
の
マ
ン
ホ
ー
ル
を
予

定
し
て
い
る
の
か
。
維
持
費
は

ど
の
く
ら
い
想
定
し
て
い
る
の

か
。

宮
下
上
下
水
道
係
長　
デ
ザ
イ
ン

マ
ン
ホ
ー
ル
は
、
色
を
入
れ
て

飾
っ
て
お
く
よ
う
な
マ
ン
ホ
ー

ル
に
な
っ
て
い
る
。

深
澤
委
員　
見
せ
る
だ
け
な
ら
、

コ
ン
パ
ネ
で
も
よ
い
の
で
は
な

い
か
。
去
年
こ
ど
も
議
会
で
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
物
を
作
っ
た
ら
ど

う
か
と
い
う
提
案
が
あ
っ
た
が
、

そ
う
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
採

用
し
な
い
の
か
。

角
山
産
業
建
設
課
長　
実
際
に
こ

う
い
う
デ
ザ
イ
ン
で
マ
ン
ホ
ー

ル
の
蓋
が
作
ら
れ
て
い
る
と
い

う
部
分
と
、
下
水
道
の
仕
組
み

や
役
割
を
伝
え
る
こ
と
も
含
め
、

啓
発
の
意
味
で
企
画
し
て
い
る
。

ま
た
、
蓋
の
重
さ
な
ど
、
実
物

を
展
示
す
る
こ
と
で
意
味
が
あ

る
と
思
う
。

深
澤
委
員　
下
水
道
の
Ｐ
Ｒ
な

ら
ま
だ
し
も
、
金
額
が
高
い
の

で
町
民
の
税
金
を
使
っ
て
１
２

０
万
円
も
実
体
験
の
た
め
に
作

る
必
要
が
あ
る
の
か
。

野
々
村
町
長　

今
後
の
改
修
工

事
は
難
工
事
で
高
額
な
修
繕
を

要
す
る
こ
と
か
ら
町
内
全
体
で

下
水
道
の
仕
組
み
、
下
水
道
の

維
持
管
理
な
ど
の
理
解
を
い
た

だ
き
、
生
活
に
重
要
な
下
水
道

の
維
持
管
理
の
大
変
さ
を
理
解

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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が
、
対
象
と
な
る
か
。

答
運
送
業
を
対
象
に
す
る
の
で
、

レ
ン
タ
ル
は
対
象
外
。　

◎
物
価
高
騰
対
策
商
工
業
事
業

継
続
緊
急
急
支
援
事
業　

　
町
内
事
業
者
の
事
業
継
続
及

び
店
舗
で
使
用
す
る
水
道
光
熱

費
の
価
格
高
騰
分
の
一
部
を
支

援
す
る
。
予
算
額
は
８
百
31
万

９
千
円
。

㉄
国
の
補
助
は
な
い
の
か
。

答
町
の
単
独
事
業
で
あ
る
。

㉄
大
手
企
業
は
該
当
し
な
い
の

か
。

答
商
工
会
と
協
議
し
商
工
業
者
、

中
小
企
業
と
し
た
。

㉄
中
小
企
業
の
上
限
は
何
か
。

答
資
本
金
５
千
万
円
以
下
、
従

業
員
数
１
０
０
人
以
下
。

第
２
回

ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

　
１
月
24
日

・
教
育
委
員
会
所
管

◎
小
中
一
貫
校
基
本
構
想
に
つ

い
て

　
前
回
の
委
員
会
と
部
会
で
出

た
意
見
を
盛
り
込
み
反
映
さ
せ

た
基
本
構
想
に
つ
い
て
教
育
次

長
よ
り
説
明
を
受
け
、
意
見
交

換
。

㉄
今
後
の
改
修
費
に
小
学
校
、

中
学
校
に
そ
れ
ぞ
れ
20
億
円
、

合
計
40
億
円
と
書
い
て
い
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
10
億
円
の
合
計
20
億

円
と
前
回
説
明
し
て
い
た
は
ず

だ
が
。

答
チ
ェ
ッ
ク
漏
れ
。
修
正
す
る
。

㉄
ど
う
い
う
過
程
で
施
設
一
体

型
で
進
め
て
い
る
の
か

答
色
々
な
会
議
で
情
報
を
集
め
、

施
設
一
体
型
と
あ
る
程
度
決
め

て
お
か
な
い
と
議
論
も
大
変
と

思
い
、
施
設
一
体
型
が
幌
延
に

ベ
ス
ト
と
考
え
、
今
ま
で
の
歴

史
を
絶
や
す
こ
と
の
な
い
よ
う

進
め
て
き
た
。　

㉄
基
本
構
想
に
は
警
備
、
防
犯

の
話
が
一
切
載
っ
て
な
い
が
ど

う
な
の
か
。

答
児
童
生
徒
が
使
う
玄
関
と
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も

達
が
使
う
玄
関
は
機
械
警
備
対

応
か
と
思
う
。
今
後
の
部
会
で

練
ら
せ
て
も
ら
う
。

㉄
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
地

盤
が
悪
い
の
で
、
中
学
校
の
山

の
土
砂
を
撤
去
さ
え
す
れ
ば
、

ハ
ー
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
か
ら
外
れ

る
の
で
は
な
い
か
。
検
討
で
き

な
い
か
。

答
い
ろ
ん
な
意
見
を
頂
き
な
が

ら
み
ん
な
の
学
校
な
の
で
意
見

を
募
っ
て
作
成
し
て
い
き
た
い
。

第
３
回

ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

　
２
月
28
日

・
総
務
企
画
課
所
管

◎
令
和
６
年
度
各
会
計
予
算

（
案
）
の
概
要

・
住
民
生
活
課
所
管

◎
地
域
公
共
交
通
計
画
策
定
に

係
る
進
捗
状
況

㉄
ハ
イ
ヤ
ー
会
社
の
事
情
に
よ

り
時
間
等
短
縮
に
な
っ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
町
と
し
て
時
間

延
長
の
要
望
を
し
た
経
緯
は
あ

る
の
か
。

答
要
望
は
し
て
い
な
い
が
、
協

議
会
を
設
立
し
て
白
ナ
ン
バ
ー

で
送
迎
が
で
き
る
の
か
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
走
っ
て
く
れ
る
人
、

マ
ン
パ
ワ
ー
が
あ
る
の
か
と
い

う
と
こ
ろ
も
含
め
て
や
っ
て
い

か
な
い
と
駄
目
だ
と
思
っ
て
い

る
。　

・
保
健
福
祉
課
所
管

◎
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
、

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
及
び
介

護
予
防
奨
励
事
業

　
介
護
予
防
奨
励
事
業
は
、
一

度
も
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な

い
90
歳
以
上
の
方
を
「
介
護
予

防
の
実
現
者
」
と
讃
え
、
奨
励

金
10
万
円
を
給
付
す
る
。

◎
障
が
い
者
総
合
支
援
計
画

㉄
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の

利
用
状
況
は
。

答
天
塩
、
遠
別
と
の
共
同
設
置

運
営
で
事
務
局
は
天
塩
町
。
本

町
か
ら
は
８
名
が
通
所
。

・
総
務
企
画
課
所
管

◎
民
営
賃
貸
住
宅
建
設
促
進
助

成
制
度
及
び
定
住
促
進
持
家
住

宅
建
設
等
奨
励
制
度

◎
交
流
拠
点
基
本
構
想
に
係
る

策
定
期
間
の
変
更　

　
第
１
回
創
生
会
議
（
11
月
）
、

第
２
回
創
生
会
議
（
２
月
）
に

お
い
て
、
も
う
少
し
町
民
の
意

見
を
聞
い
た
方
が
い
い
の
で
は

な
い
か
と
の
発
言
も
あ
り
、
構

想
の
素
案
に
対
す
る
検
討
の
熟

度
が
低
い
と
い
う
こ
と
で
、
構

想
策
定
期
間
を
１
年
延
ば
し
、

令
和
11
年
度
の
開
館
を
目
指
し

事
業
を
進
め
る
。
構
想
は
本
年

12
月
か
ら
来
年
１
月
に
か
け
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
、

２
月
に
構
想
樹
立
と
し
た
い
。

㉄
施
設
の
中
に
コ
ン
ビ
ニ
誘
致

と
あ
る
が
、
光
熱
水
費
を
出
す

か
ら
店
を
出
し
て
欲
し
い
と
い

う
く
ら
い
の
強
い
心
構
え
が
あ

る
の
か
。

答
コ
ン
ビ
ニ
誘
致
は
町
民
ア
ン

ケ
ー
ト
か
ら
必
要
な
機
能
と
し

て
挙
げ
ら
れ
た
も
の
で
、
今
後

い
ろ
い
ろ
と
精
査
し
て
令
和
６

年
度
中
に
ま
と
め
た
い
。　
　

㉄
町
民
の
要
望
を
１
０
０
％
受

け
る
と
し
た
ら
で
き
な
い
施
設

で
し
ょ
う
。
計
画
が
１
年
延
び

て
も
浴
場
の
地
震
対
策
等
本
当

に
も
つ
の
か
。

答
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
必
要

な
機
能
が
こ
れ
だ
け
あ
る
と
い

う
も
の
を
絵
に
し
た
。
み
ん
な

で
要
る
、
要
ら
な
い
を
決
め
て

形
を
作
り
た
い
。
今
、
建
設
を

２
年
で
見
て
い
る
の
で
、
な
る

べ
く
早
く
先
に
で
き
る
か
で
き

な
い
か
分
か
ら
な
い
が
、
間
に

合
う
よ
う
に
何
と
か
し
た
い
と

思
う
。

㉄
創
生
会
議
は
何
の
た
め
に
や

っ
て
い
る
の
か
。
会
議
に
掛
け

る
以
上
は
し
っ
か
り
し
た
原
案

を
持
っ
て
い
っ
て
こ
の
中
で
ま

と
め
る
気
構
え
で
や
ら
な
い
と
、

時
間
ば
か
り
掛
か
っ
て
し
ま
う
。

答
行
政
主
導
で
や
り
す
ぎ
て
も
、

最
終
的
に
勝
手
に
役
場
が
作
っ

て
利
用
さ
れ
な
い
、
愛
さ
れ
な

い
施
設
に
な
っ
て
も
不
幸
に
な

る
。
議
論
を
尽
く
し
て
出
来
上
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建
設
す
る
。
木
造
２
階
建
て
１

棟
４
戸
、
全
体
で
１
億
２
千
５

百
43
万
５
千
円
と
な
る
。
６
月

上
旬
頃
着
工
、
12
月
下
旬
に
完

成
予
定
。

◎
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
整
備
事
業

　
消
防
法
の
改
正
に
よ
り
有
床

診
療
所
は
令
和
７
年
６
月
30
日

ま
で
に
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備

を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
自
動
消
化
設
備

と
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
消
化
設
備
３

基
設
置
す
る
。

㉄
工
事
期
間
中
の
診
療
に
支
障

は
出
な
い
か
。

答
一
部
足
場
等
は
設
置
す
る
が
、

休
診
し
な
い
よ
う
に
や
り
た
い
。

◎
診
療
情
報
シ
ス
テ
ム
整
備
事

業
　
国
が
推
進
す
る
医
療
標
準
電

子
カ
ル
テ
導
入
に
対
応
す
る
た

め
、
今
後
普
及
が
進
む
で
あ
ろ

う
電
子
処
方
箋
に
も
対
応
し
た

シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
。

㉄
年
間
の
維
持
費
は
。

答
今
現
在
も
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
が
動
い
て
い
る
の
で
、

そ
の
費
用
に
加
え
て
月
数
万
円

の
コ
ス
ト
が
増
え
る
。

議
会
報
発
行
編
集
委
員

委

員

長　

深
澤
博
幸

副
委
員
長　

佐
藤
忠
志

委
員　

齋
賀
弘
孝

委
員　

高
橋
秀
之

編 

集 

後 

記

　
い
よ
い
よ
、
新
し
い
年
度

が
始
ま
っ
た
。

　
新
し
い
と
言
え
ば
、
新
入

学
、
新
社
会
人
。
昔
の
コ
マ

ー
シ
ャ
ル
だ
が
、
こ
の
時
期

に
は
「
ピ
ッ
カ
ピ
ッ
カ
の
一

年
生
」
な
ど
と
流
れ
て
い
た

こ
と
を
思
い
出
す
。
新
た
に

学
校
へ
入
学
さ
れ
た
児
童
・

生
徒
、
ま
た
、
新
た
に
企
業

に
就
職
さ
れ
た
社
会
人
、
ま

さ
に
希
望
に
満
ち
た
人
生
が

始
ま
る
の
で
あ
る
。

　
現
代
社
会
で
は
、
セ
ク
ハ

ラ
、
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
何
気
な

い
行
動
や
言
動
に
も
配
慮
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
我
々
も
、
新
一
年
生
の
頃

を
思
い
出
し
、
思
い
や
り
の

気
持
ち
を
大
切
に
し
た
い
も

の
で
あ
る
。

　
議
会
一
同
、
こ
の
一
年
間
、

皆
さ
ん
の
声
に
耳
を
傾
け
、

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
し
っ
か
り
と
行
政
を
監

視
し
て
い
き
ま
す
。

が
っ
た
も
の
に
し
た
い
。

・
産
業
建
設
課
所
管

◎
町
営
住
宅
条
例
一
部
改
正

　
入
居
手
続
き
に
お
い
て
必
要

と
さ
れ
て
き
た
連
帯
保
証
人
に

替
え
、
新
た
に
緊
急
時
の
連
絡

対
応
を
目
的
と
す
る
緊
急
連
絡

人
に
切
り
替
え
る
。

㉄
18
歳
未
満
で
も
入
居
で
き
る

の
か
？

答
年
齢
制
限
は
無
い
。
選
考
委

員
会
を
通
し
て
入
居
の
判
断
を

す
る
。

㉄
町
は
緊
急
連
絡
人
に
対
し
、

滞
納
家
賃
の
請
求
権
利
は
あ
る

の
か
。

答
あ
く
ま
で
入
居
者
本
人
に
、

家
賃
請
求
し
て
い
く
。

・
農
業
委
員
会
所
管

◎
地
図
情
報
更
新
事
業

　
地
図
情
報
シ
ス
テ
ム
は
平
成

12
年
度
、
13
年
度
で
整
備
さ
れ
、

平
成
26
年
か
ら
28
年
に
か
け
て

更
新
し
た
。
そ
の
後
の
バ
イ
パ

ス
や
送
電
網
の
整
備
、
土
地
利

用
の
変
化
な
ど
、
情
勢
の
変
化

を
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に

令
和
６
年
度
か
ら
８
年
度
ま
で

の
３
か
年
で
空
中
撮
影
等
を
行

い
、
地
図
情
報
を
更
新
す
る
。

・
教
育
委
員
会
所
管

◎
小
中
一
貫
教
育
校
基
本
構
想

　
持
続
可
能
な
社
会
の
作
り
手

を
育
て
る
学
校
で
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
施
設
一
体
型
小
中
一
貫

校
を
目
指
し
、
そ
の
手
段
と
し

て
こ
れ
ま
で
の
併
設
校
と
と
も

に
、
義
務
教
育
学
校
制
度
の
導

入
も
視
野
に
入
れ
て
協
議
し
て

い
き
た
い
と
考
え
る
。

　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
目
的
は
小

中
一
貫
校
の
建
設
の
た
め
の
基

本
設
計
業
務
を
委
託
す
る
に
あ

た
り
広
く
技
術
提
案
を
募
集
し
、

最
も
適
切
な
も
の
を
受
託
者
と

し
て
選
定
す
る
た
め
。
１
次
審

査
は
書
類
審
査
と
し
、
２
次
審

査
は
１
次
審
査
通
過
の
５
社
程

度
か
ら
技
術
提
案
書
の
プ
レ
ゼ

ン
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
評
価

基
準
に
基
づ
き
１
社
を
選
定
す

る
。
６
年
度
中
に
基
本
設
計
を

完
了
し
、
速
や
か
に
実
施
設
計

に
進
む
。

・
国
保
診
療
所
所
管

◎
医
療
技
術
職
員
住
宅
整
備
事

業
　
人
材
確
保
の
た
め
に
必
要
な

住
宅
を
用
意
す
る
こ
と
が
困
難

に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

新
た
に
医
療
技
術
職
員
住
宅
を

議
会
の
用
語

『
特
別
委
員
会
』

　
常
任
委
員
会
と
は
別
に
、

特
定
の
審
査
を
す
る
た
め
に

設
置
さ
れ
た
委
員
会
。

　
主
な
も
の
に
９
月
定
例
議

会
で
行
わ
れ
る
『
決
算
審
査

特
別
委
員
会
』
や
３
月
定
例

議
会
で
行
わ
れ
る
新
年
度
の

予
算
に
つ
い
て
審
査
す
る

『
予
算
審
査
特
別
委
員
会
』

な
ど
が
あ
る
。

令和６年 3 月 25 日　幌延深地層研究センター 350m 調査坑道公開

｜ほろのべの窓｜｜ほろのべの窓｜20242024  5月号  …　16 …　16



人権擁護委員を紹介します
　人権擁護委員は、人権擁護委員法に基づいて、人権相談を受けたり、人権の考えを広

めたりする活動をしている民間の方々です。

　人権擁護委員は、法務大臣から委嘱され、全国の市町村に配置されています。

　現在、幌延町には３名の人権擁護委員が配置されており、人権心配ごと相談所の開設

や各種イベント会場、学校などでの人権思想啓発などを行い、より一層積極的な人権擁

護活動に取り組んでいます。

　幌延町の人権擁護委員は、次の方々です。

　　　　　稻垣　綋順　さん　（下沼）

　　　　　高木　由香　さん　（問寒別）

　　　　　佐藤　友子　さん　（幌延市街）

行政相談委員を紹介します
　行政相談委員は、地域の皆さまの身近な相談相手として、行政サービスに関する相談、

行政の仕組み及び手続きに関する相談を受け付け、その解決に対する助言や各行政機関

への通知などを行っています。

　行政相談委員は、総務大臣から委嘱され全国の市町村に配置されています。

　行政サービスに関するお困りごとなどがありましたら、お気軽にご相談ください。

　　幌延町の行政相談委員は、

　多田　るみ　さん（宮園町）です。

17　… 17　… 5月号   20242024｜ほろのべの窓｜｜ほろのべの窓｜



後期高齢者医療制度のお知らせ

■保険料の軽減について（令和６年度）
　次の①～②に当てはまる被保険者の方は、保険料が軽減されます。

①　均等割の軽減
　軽減は被保険者と世帯主の所得の合計で判定します。被保険者ではない世帯主の所得も判定の対象とな
ります。昭和３４年１月１日以前に生まれた方の公的年金等に係る所得については、さらに１５万円を引いた
額で判定します。

②　被用者保険の被扶養者だった方の軽減
　この制度に加入したとき、被用者保険の被扶養者だった方は、負担軽減のための特別措置として、所得
割がかからず、制度加入から２年を経過していない期間のみ、均等割が５割軽減となります。（52,953円→
26,476円）

※被用者保険とは、協会けんぽ等、主にサラリーマンの方々が加入している健康保険のことで、市町村
の国民健康保険等は含まれません。

後期高齢者医療制度のお知らせ

お問い合わせ先
北海道後期高齢者医療広域連合（札幌市中央区南２条西14丁目国保会館６階）
電話 011-290-5601
住民生活課　生活環境係　　電話 5-1112　告知端末機 5-8812

保険料率の見直しについて

■保険料率が変わりました
　被保険者の皆さまにお支払いいただく保険料は、２年ごとに定める保険料率をもとに決めることになって
います。令和６・７年度の新しい保険料率は、次のとおりです。

・均等割額とは、被保険者全員に等しく負担していただくものです。
・所得割率とは、被保険者の所得に応じて負担していただく所得割額を算出するために用いる割合のことです。
・賦課限度額とは、賦課される保険料（年額）の上限のことです。

※  令和６年度の賦課のもととなる所得金額が５８万円を超えない方につい
ては、令和６年度の所得割率を10.92％として算定します。

※ 「令和６年３月末日までに７５歳に到達して資格取得した方 」及び「障害
認定で資格取得した方」については、令和６年度の賦課限度額を７３万
円とします。

● 均 等 割
（被保険者が等しく負担）

● 所 得 割
（被保険者の所得に応じて負担）

● 賦課限度額
（１年間の保険料の上限額）

51,892円
令和４・５年度

10.98%
令和４・５年度

66万円

（年間）

（年間）

（年間）
令和４・５年度

令和６・７年度
（年間）52,953円 （1,061円増）

（年間） 11.79%（0.81ポイント増）

（年間） 80万円※ (14万円増)

令和６・７年度

令和６・７年度
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チャイルドシートの「購入費補助」と「無料貸出」について
　幌延町交通安全推進協議会では、個人でチャイルドシートを購入した方に対して、費用の一部を
補助します。また、チャイルドシートを無料で貸し出します。
●　購入費補助（乳幼児１人につき1台分）

・補助対象者…幌延町に住所を有する乳幼児の保護者です。
※出産祝金支給対象の乳幼児を除きます。また、チャイルドシートを借りた後に購入補助を受

ける場合は、チャイルドシートを返却していただきます。
・補助金額…チャイルドシート購入費用のうち、「2万円以下の部分の3分の2の額」と「２万円

超の部分の２分の１の額」の合算額を補助します。合算額が２万円を超える場合、
補助金額は「２万円」とします。

・補助金交付方法…幌延町商工会が発行する商品券により交付します。
・申請に必要なもの…印鑑、領収書（購入日、品名などが確認できるもの）の写し、品質保証書ま

たは安全基準に適合していることが確認できる書類の写し

●　無料貸出
・貸出期間…原則１年以内ですが、幌延町交通安全推進協議会が必要と認めた場合は、３回まで

その期間を延長（最大４年間）することができます。延長を希望される場合は申請
してください。なお、町外に住所を有する乳幼児を一時的に車に乗せる必要がある
祖父母などが利用する場合は、原則30日以内です。
※出産祝金支給対象の乳幼児は生後６カ月までの期間に限り貸し出します。また、

購入補助の対象者となった乳幼児には貸し出しできません。
・返却方法…チャイルドシートカバーをクリーニングに出し、袋に入れたままご返却ください。
・申請に必要なもの…印鑑、車検証の写し、運転免許証の写し

※申請後、車や住所を変更した場合は届け出をしていただきます。
お問い合わせ先：住民生活課 生活環境係　電話 5-1112　告知端末機 5-8812

購入額 補助率
3万円

2万円

1万円

2万円超
の部分 10,000円 ◆補助金額

2万円
以下の
部分

20,000円

1/2 5,000円

2/3 13,333円
18,000円

※千円未満切り捨て
※２万円限度

◆購入費用３万円のチャイルドシート補助金額計算例

にこにこ教室（介護予防教室）　　
　　　　　　　　の協力員を募集します！

区　分 幌延地区　（毎回、金曜日） 問寒別地区　（毎回、水曜日）

開催日
① ６月14日　　② ７月12日
③ ８月9日　　④ ９月6日
⑤ 10月4日　　⑥ 11月8日
⑦ 12月6日

① ６月１９日　　② ７月２４日
③ ８月21日　　④ ９月２５日
⑤ 10月23日　　⑥ 11月13日
⑦ 12月18日

時　間 午前9時30分から午前11時まで 午前10時から午前11時30分まで
場　所 保健センター 問寒別生涯学習センター
事前説明会 ６月6日（木）午前10時から（保健センター） ６月6日（木）午後２時から（問寒別生涯学習センター）
教室の内容 ○15人前後のご高齢の方と、歌/体操/ゲームなどをして楽しく過ごします。

協力員の役割
○目や耳が悪くなっている方・移動が大変な方のサポートや、ゲームの盛り上げなどに協

力していただきます。
○特別な資格は必要ありません。昨年度は幌延地区５名、問寒別地区７名の方にご協力い

ただきました。30～70歳代の方たちが参加しています。
その他 ○ブルピーポイント事業の対象になります。

　1回のご協力につき2ブルピー付与します。
お申し込み ５月３１日（金）までに、保健福祉課包括支援係（地域包括センター）へ来庁または電話でお

申し込みください。たくさんのご応募をお待ちしています。

お問い合わせ先：保健福祉課 包括支援係（地域包括支援センター）電話・告知端末機 5-1790
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国立研究開発法人 日本原子力研究開発機構 幌延深地層研究センター
「地下の研究現場から」第47回－令和6年度の調査研究計画の紹介

お問い合わせ先　国立研究開発法人日本原子力研究開発機構
　　幌延深地層研究センター：電話・告知端末機 5-2022  https://www.jaea.go.jp/04/horonobe/
　　ゆめ地創館：電話・告知端末機 5-2772  https://www.jaea.go.jp/04/horonobe/yumechisoukan/index.html

　今回は、令和6年度の調査研究計画について紹介します。今年度は、「令和2年度以降の幌延深地層研究

計画」に示した必須の課題（以下の①～③）について引き続き進めます。また、幌延国際共同プロジェクト

については、原子力機構を含めた国内外の11機関が参加しており、設定した3つのタスク（物質移行試験、

処分技術の実証と体系化、実規模の人工バリアシステム解体試験）への取り組みを継続します。

①実際の地質環境における人工バリアの適用性確認：人工バリア性能確認試験では、廃棄体の発熱が収まっ

た状態を模擬した条件でのデータ取得を自動計測機器により継続するとともに、解体試験計画の具体化な

どに取り組みます。また、物質移行試験では、掘削損傷領域およびブロックスケールにおける物質移行や

有機物・微生物・コロイドが物質移行に与える影響について、モデル化・解析評価手法を取りまとめます。

②処分概念オプションの実証：廃棄体の搬送定置・回収技術

および坑道の閉鎖技術の実証について、適用した技術の有

効性や技術的な課題を取りまとめます。また、高温度（100℃

以上）が緩衝材の特性に与える影響を検証するための原位

置試験を継続します（図）。さらに、今年度から、「坑道

スケール～ピットスケールでの調査・設計・評価技術の体

系化」として、人工バリアに要求される品質を踏まえた要

素技術を体系的に適用し、廃棄体の設置方法などを整理す

る調査研究を開始します。この取り組みのひとつとして、

500m調査坑道を対象に、湧水量や掘削損傷領域の発達範

囲を予測する解析を行い、その結果を原位置調査で確認す

る方法を検討します。

③地殻変動に対する堆積岩の緩衝能力の検証：解析などを通

じて、断層/割れ目の水理学的連結性や断層の力学的な安

定性に関する検討を行うとともに、これまでの成果を取り

まとめます。

　また、昨年度に引き続き、換気立坑および東立坑の掘削を

行うとともに（写真）、西立坑および500m調査坑道につい

ても、掘削を開始する予定です。

　私たちの行っている研究について、広くご理解いただくために幌延町広報誌「ほろ
のべの窓」の誌面をお借りして町民の皆様をはじめ、ご愛読者様に研究内容につい
てご紹介させていただきます。

モグ太くん

広報・調査等交付金事業

図　高温度が緩衝材の特性に与える影響を検証
するための原位置試験の試験体設置の様子

温度計測センサー

水分分布（比抵抗
トモグラフィ）
計測センサー

緩衝材ブロック

ヒーター

写真　東立坑からの掘削土（ズリ）搬出の様子
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～さぁ行こう　最北の春へ～　「花たびそうや」号運行！
　JR北海道では最北の春を迎える宗谷線で、今年も観光列車「花たびそうや」号を運行します。
　今年の使用車両は、「道北　流氷の恵み車両」（１号車）+「旧急行礼文用転換クロスシート車」（２・３
号車）+「キハ４００宗谷線急行気動車風車両」（４号車）の４両編成です。
　幌延駅には、次の日程で停車しますので、観光列車と乗客の皆さんを一緒にお出迎えしましょう！

♢運転日・発着時刻

運転日 幌延駅発着時刻

【下り】
旭川駅→稚内駅
５月１１日（土）
５月１８日（土）
５月２５日（土）
６月１日（土）

15：20着
15：40発

（停車時間20分）

※日曜日の上り列車（稚内駅９時３０分発）は、幌延駅には停車しません。

♢宗谷線各地域のおもてなしの詳細については、花たびそうやホームページにより
　ご確認下さい。　　　https://www.jrhokkaido.co.jp/hanatabi/index.html

　皆様こんにちは、農業支援員の竹中良輔です。
　ゴールデンウィーク、いかがお過ごしでしょうか。
　私が幌延町に来て、早1年9カ月が経ち、これまで２回の冬を過ごしました。未
だに道北の雪の多さと寒さになれません。来季は快適に冬を越せるように、今から
寒さ対策をしていきたいと思います。
　さて、酪農での新規就農を目指し、主に問寒別地区において農作業支援活動を通

じ、技術や知識の習得に励んで参りました。ここで皆様にご報告があります！ 私は3月末で、地域
おこし協力隊を卒業し、4月からは本格的に酪農での
新規就農（事業継承）に向けて活動して参ります。さ
らに高度な飼養・繁殖管理技術の取得、機械操作方法
の習得等を目指し研修します。町内の農家さんや関係
機関の皆様の支えにより、次のステップへ進むことが
出来ました。この場をお借りしてお礼申し上げます。
妻の知美は、引き続き地域おこし協力隊として農作業
支援活動を続けて参ります。私からの協力隊通信は最
後となりますが、町内でお会いする機会がありましたら、
お声を掛けていただけると嬉しいです！ これからもど
うぞよろしくお願いいたします。

協力隊おこし域地 通信
VOL.100

農業支援員　竹中知美隊員農業支援員　竹中良輔隊員
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インフォメーション
水道・下水道についてのお知らせ

〇水質検査計画及び水質検査結果について
　町では、安心・安全な水道水を提供するために水質検査計画を策定し、毎月、水道水の水質検査
を行っています。検査結果の詳細については、産業建設課上下水道係の窓口および町ホームページ
で閲覧できます。
　また、水道水の汚れを防止するために、水道管内の掃除や水道管の更新を計画的に行っています。
作業の際には、断水となることもありますので、ご理解とご協力をお願いします。
〇水道・下水道の届出等について
　水道・下水道について、次のようなときには必ず事前に届け出をお願いします。

・水道・下水道の使用を始めようとするとき
・長期間使用しないとき
・水道・下水道の使用をやめるとき
・転居をするとき
・使用者が変わったとき（死亡などにより名義人が変わった場合も含む）
・用途（一般家庭用・官公署団体用・営業用など）が変わったとき
・給水装置・排水設備の新設（※）や撤去等をするとき
※個別排水処理施設（合併処理浄化槽）を設置するときは、原則として設置希望年度の７月末ま

でに申し込みをお願いします。
〇検針・料金徴収業務について
　幌延町では、水道メーター及び下水道・個別排水処理施設メーターの検針・料金徴収業務を委託
しています。検針は毎月１日から８日の間に行いますのでご協力をお願いします。
　委託を受けた者　　幌延地区　梶浦　真理 さん　　問寒別地区　和田　和子 さん
　委託期間　　　　　令和６年４月１日～令和７年３月３１日
〇水道・下水道料金のお支払いについて
　毎月お支払いいただく水道・下水道使用料は、支払い忘れの防止のためにも、便利な口座振替を
ご利用ください。手続きは金融機関（稚内信金幌延支店・幌延町農協・郵便局）で簡単に申し込み
ができます。

　詳細につきましては、下記までお問い合わせください。

○愛犬の登録はお済ですか？
　犬を飼われている方は、市町村で犬の登録をしなければなりません。
　飼い始めたときに一度登録すると更新の必要はありませんが、次のよ
うなときには届出が必要になります。
　・住所を変更したとき（転出入、転居）
　・飼い主が変わったとき
　・飼い犬が死亡したとき
○狂犬病予防注射
　犬の飼い主は、狂犬病予防注射を毎年１回受けさせることが法律で義務付けられています。幌延町
では、毎年５月に集合注射を実施していますが、受けられなかった場合は、かかりつけの動物病院で
受けていただくか、住民生活課生活環境係にお電話でお問い合わせください。
○４月１日（月）～９月３０日（月）は野犬掃とう期間です
　幌延町のほか、近隣４町（天塩町・中川町・豊富町・中頓別町）では、期間を定めて野犬掃とうを
実施しています。
　登録畜犬であっても、期間中係留されていない犬はすべて野犬とみなし、誤殺しても町は責任を負
いませんので、必ず係留しましょう。

「ペットは家族の一員です。マナーを守り、正しく飼いましょう」

犬の飼い主の方へ ～ご登録と予防注射などのお知らせ～

お問い合わせ先：住民生活課 生活環境係　電話 ５-１１１２　告知端末機 ５-８８１２

お問い合わせ先：産業建設課 上下水道係　電話 01632-5-1116　告知端末機 5-8816

｜ほろのべの窓｜｜ほろのべの窓｜20242024  5月号  …　22 …　22



インフォメーション

開催月日 開催場所 初回更新者
講習(2時間)

優良運転者
講習(30分)

一般運転者
講習(1時間)

違反運転者
講習(2時間)

5月7日 (火) 天塩町社会福祉会館 10：00～ 13：00～ 13：45～ 15：00～

5月8日（水）幌延町消防署2階 18：30～

5月の運転免許更新時講習のお知らせ

　この補償金は、国が誤った隔離

政策により、元患者のご家族の皆

さまに多大の苦痛と苦難を強いて

きたことを心からお詫びし、その

精神的苦痛を慰謝するためのもの

です。

　秘密は守られますので、まずは、

お電話でご相談ください。

　請求期限は令和６年

11月21日までです。

ハンセン病 元患者のご家族へ
～対象となる方々に「補償金」を支給します～

令和６年度　自動車税種別割の納期内納税のお知らせ
　自動車税種別割の納期限は５月３１日（金）です。納期限までに納めましょう。

※自動車税は、令和元年１０月１日から「自動車税種別割」に名称が変更になりました。

〇スマホアプリ・クレジットカードで納付ができます！

　お手持ちのスマートフォン・タブレット端末から、決済アプリを利用して納付手続ができます。

　なお、クレジットカードによる納付も可能です。

〇納税通知書は５月７日（火）に発付予定ですが、転居等で住所が変更になり納税通知書が届かない

方は住所変更の手続きが必要となりますので、札幌道税事務所自動車税部（TEL：０１１－７４６－１１９７）

まで連絡してください。

お問い合わせ先　〒０９７－８５５８　稚内市末広４丁目2-２７
　　　　　　　　　 　北海道宗谷総合振興局 税務課納税係　電話 ０１６２-３３-２５２０

お問い合わせ先　厚生労働省 補償金担当窓口　電話 03-3595-2262
　　　　　　　　　  受付時間：10：00～16：00（土日祝日、年末年始を除く。）

対象者 補償金額

（ア）配偶者（事実婚も含む）

（イ）親、子

（ウ）親・子の配偶者及び配偶者の親・子等

180万円

（エ）兄弟姉妹

（オ）祖父母・孫

（カ）祖父母・兄弟姉妹・孫の配偶者及び配偶者の

祖父母兄弟姉妹・孫等

（キ）曾祖父母・ひ孫・おじ・おば・おい・めい

130万円

※同居など一定の要件が必要な場合があります。
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　令和4年度生まれの新生
児へ記念品として町産のナ
ラ材等を使用して製作され
た「積み木」が贈呈されまし
た。贈呈式には対象者12
名のうち4名の新生児と保
護者が出席しました。本事
業は新生児に木と触れ合う
機会を提供することを目的
とし今回で2回目の実施と
なります。

3月21日（木） 令和5年度 幌延町新生児誕生記念木製品贈呈式

　経営方針や役割分担等、
農業経営における家族間
のルールを取り決める家族
経営協定の調印式が行わ
れ、農業委員会立会のもと
松島翔太さんが協定書に
調印しました。また、調印後
には町長より、幌延町農業
経営継承奨励事業奨励金
が交付されました。

令和５年度　家族経営協定調印式

　25日に認定こども園卒
園式、26日に問寒別へき地
保育所卒所式が行われ、
14名（認定こども園12名、
問寒別へき地保育所2名）
の園児が、保育証書を受け
取りました。園児たちは、先
生や保護者に見守られなが
ら思い出の場所とお別れを
しました。

３月25日（月）
3月26日（火） 認定こども園卒園式

問寒別へき地保育所卒所式

　交通安全期間中の街頭指導など平成元年から34年
間にわたり、交通安全見守り活動を行ってきた交通安
全指導員・森崎英典氏が、模範となる交通安全実践者
と認められ、北海道善行賞を受賞しました。
　表彰状の伝達は町長が行い、森崎氏には表彰状と
記念品が手渡されました。

4月8日（月） 森崎英典氏が北海道善行賞を受賞しました

　幌延深地層研究センターでは、研究開発成果の最
大化を図るため、令和5年度から令和7年度にかけ
て深度500ｍに坑道を展開する坑道掘削作業を行っ
ています。
　今回、幌延深地層研究センター地下施設における
深度350ｍ調査坑道の拡張が完了し、三者協定＊1　

当事者である北海道と幌延町に公開されました。
　町からは、町議会議員6名、副町長、町職員5名
の計12名が深度350ｍ調査坑道を視察しました。
＊1  幌延町における深地層の研究に関する協定書　　　　　

3月25日（月） 3月21日（木）幌延深地層研究センター
深度350ｍ調査坑道を視察

　幌延町総合体育館にて
北海道高等学校女子バレ
ーボール強化合宿が開催
されました。本合宿では、リ
ーグ戦を行い、道内5校の
生徒総勢90名が参加し、白
熱した戦いを繰り広げまし
た。幌延町出身の学生も稚
内大谷高校の選手として参
加し、活躍していました。
　また、１４日（日）午後から
は、地元中学生を対象にバ
レーボール教室が行われま
した。

4月13日（土）
4月14日（日） 北海道高等学校女子バレーボール

強化合宿が開催されました

まちの話題まちの話題

▶認定こども園 ▶問寒別へき地保育所

▶新生児へ贈呈された積み木

▶写真左から稚内大谷高等学校、東海大学付属札幌高等学校、
　白樺学園高等学校、小樽双葉高等学校、北海道栄高等学校
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　令和4年度生まれの新生
児へ記念品として町産のナ
ラ材等を使用して製作され
た「積み木」が贈呈されまし
た。贈呈式には対象者12
名のうち4名の新生児と保
護者が出席しました。本事
業は新生児に木と触れ合う
機会を提供することを目的
とし今回で2回目の実施と
なります。

3月21日（木） 令和5年度 幌延町新生児誕生記念木製品贈呈式

　経営方針や役割分担等、
農業経営における家族間
のルールを取り決める家族
経営協定の調印式が行わ
れ、農業委員会立会のもと
松島翔太さんが協定書に
調印しました。また、調印後
には町長より、幌延町農業
経営継承奨励事業奨励金
が交付されました。

令和５年度　家族経営協定調印式

　25日に認定こども園卒
園式、26日に問寒別へき地
保育所卒所式が行われ、
14名（認定こども園12名、
問寒別へき地保育所2名）
の園児が、保育証書を受け
取りました。園児たちは、先
生や保護者に見守られなが
ら思い出の場所とお別れを
しました。

３月25日（月）
3月26日（火） 認定こども園卒園式

問寒別へき地保育所卒所式

　交通安全期間中の街頭指導など平成元年から34年
間にわたり、交通安全見守り活動を行ってきた交通安
全指導員・森崎英典氏が、模範となる交通安全実践者
と認められ、北海道善行賞を受賞しました。
　表彰状の伝達は町長が行い、森崎氏には表彰状と
記念品が手渡されました。

4月8日（月） 森崎英典氏が北海道善行賞を受賞しました

　幌延深地層研究センターでは、研究開発成果の最
大化を図るため、令和5年度から令和7年度にかけ
て深度500ｍに坑道を展開する坑道掘削作業を行っ
ています。
　今回、幌延深地層研究センター地下施設における
深度350ｍ調査坑道の拡張が完了し、三者協定＊1　

当事者である北海道と幌延町に公開されました。
　町からは、町議会議員6名、副町長、町職員5名
の計12名が深度350ｍ調査坑道を視察しました。
＊1  幌延町における深地層の研究に関する協定書　　　　　

3月25日（月） 3月21日（木）幌延深地層研究センター
深度350ｍ調査坑道を視察

　幌延町総合体育館にて
北海道高等学校女子バレ
ーボール強化合宿が開催
されました。本合宿では、リ
ーグ戦を行い、道内5校の
生徒総勢90名が参加し、白
熱した戦いを繰り広げまし
た。幌延町出身の学生も稚
内大谷高校の選手として参
加し、活躍していました。
　また、１４日（日）午後から
は、地元中学生を対象にバ
レーボール教室が行われま
した。

4月13日（土）
4月14日（日） 北海道高等学校女子バレーボール

強化合宿が開催されました

まちの話題まちの話題

▶認定こども園 ▶問寒別へき地保育所

▶新生児へ贈呈された積み木

▶写真左から稚内大谷高等学校、東海大学付属札幌高等学校、
　白樺学園高等学校、小樽双葉高等学校、北海道栄高等学校
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お問い合わせ先：稚内年金事務所　電話 ０１６２-３3-7011
　　　　　　　　住民生活課 税務住民係　電話 5-1112　告知端末機 5-8812

学生向けの納付猶予「学生納付特例」について
　日本国内に住むすべての人は、20歳になった時から国民年金保険料の納付が義務付けられています
が、学生の方は所得が少ないなどの理由で国民年金保険料を納めることが経済的に困難な場合が多い
ため、在学中の保険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」があります。
　学生納付特例の申請をせずに保険料を納めていない場合は、万一の病気やけがなどの不慮の事態が
発生し、障がいが残ったとしても障害年金を受け取ることができなくなる可能性があります。

　納付が困難な場合は忘れずに学生納付特例の申請をしてください。
※　猶予を受けた期間は保険料を納めていないため、全額納付した場合と比べ、年金

支給額が低くなります。将来受け取る年金額を減らさないためにも追納制度をご活
用ください。

　　追納制度　https://www.nenkin.go.jp/service/kokunen/menjo/20150331.html
  
■対象者
　修業年限が１年以上である大学や専門学校など（※1）に在学する学生で、本人の前年所得が一定
額以下の方が対象です。

※1　対象の学校は日本年金機構のホームページの学生納付特例対象校一覧から確認
できます。

　　  https://www.nenkin.go.jp/service/kokunen/menjo/gakutokutaisyouko.html
【所得の目安】128万円（※2）＋扶養親族等の数×38万円＋社会保険料控除等

　※2　令和２年度以前は１１８万円　
　なお、次の年度も在学が見込まれる方には、４月初めに再申請の用紙（ハガキ様式）が届きます。
引き続き学生納付特例制度の利用を希望の場合は、必要事項を記入の上、投函してください。

■申請手続き
　住民登録をしている役場、年金事務所または在学中の学校（※3）に学生納付特例申請書、学生証
を提出してください。
　　※3　学生納付特例制度の代行事務許認可を受けている場合に限ります。

申請の際は、基礎年金番号通知書など年金番号のわかるものが必要です。
申請様式は日本年金機構のホームページからもダウンロードできます。　
　https://www.nenkin.go.jp/shinsei/kokunen/kokunen.files/23.pdf
なお、申請書は郵送での提出も可能です。

　（在学証明書または学生証の写し、年金番号のわかるものを添付してください。）

学生納付特例制度の詳細は、日本年金機構HPをご覧ください。
https://www.nenkin.go.jp/service/kokunen/menjo/20150514.html
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町民くらしのカレンダー５月
期日 行　　　　事 時　間 場　　所

１ 水 スポーツ公園オープン

２ 木

３ 金 憲法記念日

４ 土 みどりの日

５ 日 こどもの日

６ 月 振替休日

７ 火 運動教室Re：Body
わくわくひろば①

19:00～
10：30～11：30

保健センター
子育て支援センター

８ 水 心療内科・精神科診療日 12：30～18：20 国保診療所

９ 木

10 金 問寒別出張診療日 9：00～10：30 問寒別国保診療所

11 土 花たびそうや号運転日 15：20～15：40 幌延駅

12 日 第37回町民ミニバレーボ
ールフェスティバル ９：２０～ 総合体育館

13 月

14 火 もぐもぐスクール
運動教室Re:Body

10：00～
19:00～

保健センター
保健センター

15 水 まちいちカフェ
親子リズム体操遊び

9:45～
10：30～11：30

保健センター
子育て支援センター

16 木
すくすく健診
子ども運動教室「コオディ
ネーショントレーニング」

13：00～
１６：００～１８：００

保健センター
総合体育館

期日 行　　　　事 時　間 場　　所

17 金 幌延中学校リサイクル
資源回収 13：00～１５：００

18 土 花たびそうや号運転日 15：20～15：40 幌延駅

19 日 幌延町消防団春季消防演習 13：00～ 幌延消防

20 月 運動教室Re:Body 19:00～ 保健センター

21 火 わくわくひろば② 10：30～11：30 子育て支援センター

22 水
厚生連巡回ドック
心療内科・精神科診療日
生きがい教室

6：30～
12：30～18：20
13：30～15：30

保健センター
国保診療所
国際交流施設

23 木 厚生連巡回ドック 6：30～ 保健センター

24 金 厚生連巡回ドック
まちいちカフェ

6：30～
9：45～

問寒別生涯学習センター
国際交流施設

25 土 幌延中学校体育大会
花たびそうや号運転日

8：30～
15：20～15：40

幌延中学校グラウンド
幌延駅

26 日

27 月

28 火 運動教室Re:Body 19:00～ 保健センター

29 水 すまいるママ 11：00～ 保健センター

30 木 2歳児健康相談 10：00～ 保健センター

３１ 金 親子サロン 10：30～11：30 子育て支援センター

※　子育て支援の事業については告知端末機でご案内します。随
時ご確認ください。
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この広報誌は、読みやすさに配慮したユニバーサルデザインフォントを採用しています。

■企画・編集／総務企画課 企画振興係　■印刷／株式会社須田製版
■幌延町ホームページアドレス／ https://www.town.horonobe.lg.jp

総務企画課 企画振興係
電話 ５―１１１４／告知端末機 ５―８８１４

広報へのご意見、ご要望をお寄せください
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この広報誌は、資源保護のため再生紙を利用しています。

　たれ目たれ眉のわが家の癒し、穂です。
お姉ちゃんとは相思相愛。でもそんなお姉ちゃん
のおもちゃもずり這いと泣き技で手に入れます。
これからもたくさん笑ってのびのび育ってね。

　初めまして。今年度から産業建設課で勤務します、島田です。
　一日も早く仕事に慣れ、町民の皆さまに頼っていただけるような
職員になれるよう努力していきますので、よろしくお願いします！

島田 拓歩(しまだ たくほ)

●所　属　国民健康保険診療所
　　　　　医事総務係
●出身地　幌延町
●趣　味　スポーツ観戦
●好きな食べ物　カレーライス

　幌延町出身の寺島です。
　日々の努力を忘れず、地域の皆さまのお力になれ
るよう励んで参ります。どうぞよろしくお願いします。

寺島 祐平(てらしま ゆうへい)

●所　属　保健福祉課
　　　　　包括支援係
●出身地　遠別町
●趣　味　カプセルトイ
●好きな食べ物　オムライス

　生活支援コーディネーターの谷越です。
　「まちいちカフェ」などを通して、皆さまと一緒にたくさんお
もしろいことをできたらと思いますので、よろしくお願いします！

谷越 愛弓(たにこし あゆみ)

●所　属　住民生活課
　　　　　地域対策係
●出身地　滝川市
●趣　味　ドライブ、温泉に行くこと
●好きな食べ物　お寿司

　幌延町の皆さま初めまして。北海道より地域振興派遣として参り
ました。
　2年間という短い期間ではありますが、地域の力になれるよう町
民の皆さまとたくさん関わりながら仕事に取り組んでいきたいです。
　苗字が珍しいのでぜひ覚えていただけると嬉しいです！

覚幸 千晶(かくこう ちあき)

新規採用職員・地域振興派遣職員紹介

●所　属　産業建設課
　　　　　建設係
●出身地　幌延町
●趣　味　バレーボール、自動車
●好きな食べ物　お肉


